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(57)【要約】
【課題】送風路の通風量を増加させることが可能な空気 
調和機を提供する。
【解決手段】除湿ユニット側制御部７０は、送風路６４ 
の通風量を所定の通風量よりも上げる特定モードの実施 
時、ファンモータ１３５が送風方向から外れた所定位置 
へ送風部１３０を首振りさせ、シロッコファン６２及び 
／又はファン１３６を駆動させる。特定モードの実施時 
、図１３で示すように吹出口４１から送風される空気の 
送風方向からファンモータ１３５が外れる位置に送風部 
１３０を首振りすることで、送風方向にファンモータ１ 
３５が位置することでの圧損がなくなるため、送風方向 
にファンモータ１３５が位置する場合と比較し送風路６ 
４における通風量が増加する。簡易な制御により送風路 
６４における通風量が増加するので、製品性が向上する 
。
【選択図】図１３
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 空 調 ユ ニ ッ ト と 、 当 該 空 調 ユ ニ ッ ト の 上 面 に 載 置 さ れ る 送 風 ユ ニ ッ ト と 、 を 備 え る 空 気  
調 和 機 で あ っ て 、
　 前 記 空 調 ユ ニ ッ ト は 、
　 　 設 置 面 に 面 す る 底 面 と 、 上 方 に 面 す る 上 面 と 、 前 記 上 面 及 び 前 記 底 面 を 繋 ぐ 側 面 と 、  
を 有 す る 筐 体 と 、
　 　 前 記 筐 体 に 配 置 さ れ る 吸 込 口 と 、
　 　 前 記 筐 体 に 収 容 さ れ 、 前 記 吸 込 口 か ら 吸 い 込 ん だ 空 気 を 調 和 す る 空 気 調 和 部 と 、
　 　 前 記 筐 体 に 収 容 さ れ 、 前 記 空 気 調 和 部 へ 空 気 を 送 風 す る 空 調 側 フ ァ ン と 、
　 　 前 記 上 面 に 配 置 さ れ 、 前 記 空 気 調 和 部 で 調 和 さ れ 送 風 路 を 通 過 し た 空 気 を 前 記 上 方 に  
吹 き 出 す 吹 出 口 と 、 を 有 し 、
　 前 記 送 風 ユ ニ ッ ト は 、
　 　 前 記 上 面 に 位 置 す る 台 座 部 と 、
当 該 台 座 部 に 対 し て 所 定 方 向 に 沿 う 首 振 り 軸 周 り に 首 振 り 可 能 に 支 持 す る 送 風 部 と 、
　 　 当 該 送 風 部 に 収 容 さ れ 、 前 記 吹 出 口 か ら 吹 き 出 さ れ る 空 気 を 送 風 す る 送 風 側 フ ァ ン が  
回 転 駆 動 可 能 と な る よ う 軸 支 す る フ ァ ン モ ー タ と 、
　 　 前 記 送 風 部 を 所 定 範 囲 内 で 首 振 り さ せ る 首 振 り モ ー タ と 、 を 有 し 、
　 指 示 に 応 じ て 駆 動 部 を 動 作 さ せ 、 前 記 送 風 路 が 所 定 の 通 風 量 と な る よ う 制 御 す る 制 御 部  
と 、 を 備 え 、
　 前 記 所 定 範 囲 は 、 前 記 吹 出 口 か ら 吹 き 出 す 空 気 の 送 風 方 向 に 前 記 フ ァ ン モ ー タ が 位 置 す  
る 状 態 を 含 み 、
　 前 記 制 御 部 は 、 前 記 送 風 路 の 通 風 量 を 前 記 所 定 の 通 風 量 よ り も 上 げ る 特 定 モ ー ド の 実 施  
時 、 前 記 フ ァ ン モ ー タ が 前 記 送 風 方 向 か ら 外 れ た 所 定 位 置 へ 前 記 送 風 部 を 首 振 り さ せ 、 前  
記 空 調 側 フ ァ ン 及 び ／ 又 は 前 記 送 風 側 フ ァ ン を 駆 動 さ せ る こ と を 特 徴 と し た 空 気 調 和 機 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 所 定 位 置 は 、 前 記 フ ァ ン モ ー タ と 前 記 送 風 側 フ ァ ン の 後 端 と の 間 が 前 記 吹 出 口 と 対  
向 し た 状 態 で あ る こ と を 特 徴 と し た 請 求 項 １ 記 載 の 空 気 調 和 機 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 空 気 調 和 部 は 、 冷 媒 が 通 流 す る 熱 交 換 器 で あ り 、
　 前 記 空 調 ユ ニ ッ ト は 、
　 　 前 記 筐 体 に 収 容 さ れ 、 圧 縮 機 、 前 記 熱 交 換 器 で あ る 凝 縮 器 、 減 圧 装 置 、 及 び 前 記 熱 交  
換 器 で あ る 蒸 発 器 の 順 に 冷 媒 が 循 環 す る 冷 凍 サ イ ク ル を 有 し 、
　 前 記 特 定 モ ー ド は 、 前 記 蒸 発 器 の 着 霜 を 取 り 除 く 除 霜 運 転 で あ る こ と を 特 徴 と し た 請 求  
項 １ 又 は ２ 記 載 の 空 気 調 和 機 。
【 請 求 項 ４ 】
　 前 記 空 気 調 和 部 は 、 前 記 吹 出 口 か ら 吹 き 出 す 空 気 を 加 熱 す る 加 熱 ヒ ー タ で あ り 、
　 前 記 特 定 モ ー ド は 、 前 記 加 熱 ヒ ー タ で の 加 熱 終 了 後 に 前 記 筐 体 内 の 熱 を 排 出 す る 排 熱 運  
転 で あ る こ と を 特 徴 と し た 請 求 項 １ 又 は ２ 記 載 の 空 気 調 和 機 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 送 風 機 を 有 す る 空 気 調 和 機 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 特 許 文 献 １ に は 、 空 調 ユ ニ ッ ト 上 に 送 風 ユ ニ ッ ト が 載 置 さ れ た 空 気 調 和 機 が 開 示 さ れ て  
い る 。
【 先 行 技 術 文 献 】
【 特 許 文 献 】
【 ０ ０ ０ ３ 】
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【 特 許 文 献 １ 】 実 登 第 ２ ５ ４ ４ ４ ９ ６ 号 公 報
【 発 明 の 概 要 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 し か し 、 こ の 従 来 の も の で は 、 送 風 ユ ニ ッ ト が 空 調 ユ ニ ッ ト 上 に 固 定 さ れ て お り 送 風 ユ  
ニ ッ ト の 位 置 が 変 わ ら な い こ と か ら 、 空 調 ユ ニ ッ ト か ら の 送 風 が 送 風 ユ ニ ッ ト の 構 成 部 品  
に 衝 突 す る こ と で の 圧 損 が あ る こ と で 、 空 調 ユ ニ ッ ト 内 に あ り 空 気 が 通 過 す る 送 風 路 の 通  
風 量 を 容 易 に 増 加 さ せ ら れ な い こ と に 対 し 、 対 応 で き な い た め 改 善 の 余 地 が あ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 上 記 課 題 を 解 決 す る た め に 、 本 発 明 の 請 求 項 １ で は 、 空 調 ユ ニ ッ ト と 、 当 該 空 調 ユ ニ ッ  
ト の 上 面 に 載 置 さ れ る 送 風 ユ ニ ッ ト と 、 を 備 え る 空 気 調 和 機 で あ っ て 、
　 前 記 空 調 ユ ニ ッ ト は 、
　 　 設 置 面 に 面 す る 底 面 と 、 上 方 に 面 す る 上 面 と 、 前 記 上 面 及 び 前 記 底 面 を 繋 ぐ 側 面 と 、  
を 有 す る 筐 体 と 、
　 　 前 記 筐 体 に 配 置 さ れ る 吸 込 口 と 、
　 　 前 記 筐 体 に 収 容 さ れ 、 前 記 吸 込 口 か ら 吸 い 込 ん だ 空 気 を 調 和 す る 空 気 調 和 部 と 、
　 　 前 記 筐 体 に 収 容 さ れ 、 前 記 空 気 調 和 部 へ 空 気 を 送 風 す る 空 調 側 フ ァ ン と 、
　 　 前 記 上 面 に 配 置 さ れ 、 前 記 空 気 調 和 部 で 調 和 さ れ 送 風 路 を 通 過 し た 空 気 を 前 記 上 方 に  
吹 き 出 す 吹 出 口 と 、 を 有 し 、
　 前 記 送 風 ユ ニ ッ ト は 、
　 　 前 記 上 面 に 位 置 す る 台 座 部 と 、
当 該 台 座 部 に 対 し て 所 定 方 向 に 沿 う 首 振 り 軸 周 り に 首 振 り 可 能 に 支 持 す る 送 風 部 と 、
　 　 当 該 送 風 部 に 収 容 さ れ 、 前 記 吹 出 口 か ら 吹 き 出 さ れ る 空 気 を 送 風 す る 送 風 側 フ ァ ン が  
回 転 駆 動 可 能 と な る よ う 軸 支 す る フ ァ ン モ ー タ と 、
　 　 前 記 送 風 部 を 所 定 範 囲 内 で 首 振 り さ せ る 首 振 り モ ー タ と 、 を 有 し 、
　 指 示 に 応 じ て 駆 動 部 を 動 作 さ せ 、 前 記 送 風 路 が 所 定 の 通 風 量 と な る よ う 制 御 す る 制 御 部  
と 、 を 備 え 、
　 前 記 所 定 範 囲 は 、 前 記 吹 出 口 か ら 吹 き 出 す 空 気 の 送 風 方 向 に 前 記 フ ァ ン モ ー タ が 位 置 す  
る 状 態 を 含 み 、
　 前 記 制 御 部 は 、 前 記 送 風 路 の 通 風 量 を 前 記 所 定 の 通 風 量 よ り も 上 げ る 特 定 モ ー ド の 実 施  
時 、 前 記 フ ァ ン モ ー タ が 前 記 送 風 方 向 か ら 外 れ た 所 定 位 置 へ 前 記 送 風 部 を 首 振 り さ せ 、 前  
記 空 調 側 フ ァ ン 及 び ／ 又 は 前 記 送 風 側 フ ァ ン を 駆 動 さ せ る こ と を 特 徴 と し た 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 ま た 、 請 求 項 ２ で は 、 前 記 所 定 位 置 は 、 前 記 フ ァ ン モ ー タ と 前 記 送 風 側 フ ァ ン の 後 端 と  
の 間 が 前 記 吹 出 口 と 対 向 し た 状 態 で あ る こ と を 特 徴 と し た 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 ま た 、 請 求 項 ３ で は 、 前 記 空 気 調 和 部 は 、 冷 媒 が 通 流 す る 熱 交 換 器 で あ り 、
　 前 記 空 調 ユ ニ ッ ト は 、
　 　 前 記 筐 体 に 収 容 さ れ 、 圧 縮 機 、 前 記 熱 交 換 器 で あ る 凝 縮 器 、 減 圧 装 置 、 及 び 前 記 熱 交  
換 器 で あ る 蒸 発 器 の 順 に 冷 媒 が 循 環 す る 冷 凍 サ イ ク ル を 有 し 、
　 前 記 特 定 モ ー ド は 、 前 記 蒸 発 器 の 着 霜 を 取 り 除 く 除 霜 運 転 で あ る こ と を 特 徴 と し た 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 ま た 、 請 求 項 ４ で は 、 前 記 空 気 調 和 部 は 、 前 記 吹 出 口 か ら 吹 き 出 す 空 気 を 加 熱 す る 加 熱  
ヒ ー タ で あ り 、
　 前 記 特 定 モ ー ド は 、 前 記 加 熱 ヒ ー タ で の 加 熱 終 了 後 に 前 記 筐 体 内 の 熱 を 排 出 す る 排 熱 運  
転 で あ る こ と を 特 徴 と し た 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ ０ ９ 】
こ の 発 明 に よ れ ば 、 送 風 路 の 通 風 量 を 所 定 の 通 風 量 よ り も 上 げ る 特 定 モ ー ド の 実 施 時 、 フ  
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ァ ン モ ー タ が 送 風 方 向 か ら 外 れ た 所 定 位 置 へ 送 風 部 を 首 振 り さ せ 、 空 調 側 フ ァ ン 及 び ／ 又  
は 送 風 側 フ ァ ン を 駆 動 さ せ る の で 、 空 調 ユ ニ ッ ト か ら 送 風 さ れ た 空 気 の 送 風 方 向 に フ ァ ン  
モ ー タ が 位 置 せ ず 圧 損 が な く な り 、 空 調 ユ ニ ッ ト 内 の 送 風 路 に お け る 通 風 量 を 容 易 に 増 加  
さ せ ら れ る た め 、 製 品 性 が 向 上 す る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ １ ０ 】
【 図 １ 】 本 実 施 形 態 に お け る 除 湿 機 の 一 体 時 に お け る 正 面 か ら 見 た 外 観 斜 視 図 。
【 図 ２ 】 本 実 施 形 態 に お け る 除 湿 機 の 一 体 時 に お け る 背 面 か ら 見 た 外 観 斜 視 図 。
【 図 ３ 】 サ ー キ ュ レ ー タ 付 除 湿 機 の 一 体 時 に お け る 縦 断 面 図 。
【 図 ４ 】 サ ー キ ュ レ ー タ 付 除 湿 機 の 一 体 時 に お け る 分 解 斜 視 図 。
【 図 ５ 】 サ ー キ ュ レ ー タ 付 除 湿 機 の 機 能 構 成 を 示 す 概 略 的 な 機 能 ブ ロ ッ ク 図 。
【 図 ６ 】 図 ５ の 機 能 ブ ロ ッ ク の う ち 、 各 電 源 部 を 特 に 説 明 す る た め の 概 略 的 な 機 能 ブ ロ ッ  
ク 図 。
【 図 ７ 】 分 離 時 に お け る サ ー キ ュ レ ー タ の 正 面 か ら 見 た 外 観 斜 視 図 。
【 図 ８ 】 分 離 時 に お け る サ ー キ ュ レ ー タ の 背 面 か ら 見 た 外 観 斜 視 図 。
【 図 ９ 】 分 離 時 に お け る 除 湿 機 の 使 用 状 態 の 一 例 を 示 す 外 観 斜 視 図 。
【 図 １ ０ 】 サ ー キ ュ レ ー タ を 特 に 示 す 上 下 方 向 に 沿 う 断 面 図 。
【 図 １ １ 】 首 振 り 時 に お い て 送 風 部 が 正 面 を 向 く 場 合 の 断 面 図 。
【 図 １ ２ 】 首 振 り 時 に お い て 送 風 部 が 背 面 を 向 く 場 合 の 断 面 図 。
【 図 １ ３ 】 特 定 モ ー ド 時 に お い て 送 風 部 が 所 定 位 置 に 首 振 り し た 場 合 の 断 面 図
【 発 明 を 実 施 す る た め の 形 態 】
【 ０ ０ １ １ 】
　 本 発 明 に 係 る 空 気 調 和 機 の 一 実 施 形 態 を 添 付 図 面 に 基 づ い て 説 明 す る 。 本 実 施 形 態 に お  
い て は 、 本 発 明 の 空 気 調 和 機 を 、 蒸 気 圧 縮 式 冷 凍 サ イ ク ル を 利 用 し 空 気 中 に 含 ま れ る 水 分  
を 結 露 さ せ て 除 湿 し 、 送 風 す る サ ー キ ュ レ ー タ 付 除 湿 機 に 適 用 し て 説 明 す る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 図 １ は 、 本 実 施 形 態 に お け る サ ー キ ュ レ ー タ 付 除 湿 機 １ の 一 体 時 に お け る 正 面 か ら 見 た  
外 観 斜 視 図 で あ る 。
　 図 ２ は 、 本 実 施 形 態 に お け る サ ー キ ュ レ ー タ 付 除 湿 機 １ の 一 体 時 に お け る 背 面 か ら 見 た  
外 観 斜 視 図 で あ る 。
　 図 ３ は 、 サ ー キ ュ レ ー タ 付 除 湿 機 １ の 一 体 時 に お け る 縦 断 面 図 で あ る 。
　 図 ４ は 、 サ ー キ ュ レ ー タ 付 除 湿 機 １ の 一 体 時 に お け る 分 解 斜 視 図 で あ る 。
　 図 ５ は 、 サ ー キ ュ レ ー タ 付 除 湿 機 １ の 機 能 構 成 を 示 す 概 略 的 な 機 能 ブ ロ ッ ク 図 で あ る 。
　 図 ６ は 、 図 ５ の 機 能 ブ ロ ッ ク の う ち 、 各 電 源 部 ８ ３ 、 １ ８ ３ を 特 に 説 明 す る た め の 概 略  
的 な 機 能 ブ ロ ッ ク 図 で あ る 。
　 図 ７ は 、 分 離 時 に お け る サ ー キ ュ レ ー タ ３ の 正 面 か ら 見 た 外 観 斜 視 図 で あ る 。
　 図 ８ は 、 分 離 時 に お け る サ ー キ ュ レ ー タ ３ の 背 面 か ら 見 た 外 観 斜 視 図 で あ る 。
　 図 ９ は 、 分 離 時 に お け る 除 湿 機 １ の 使 用 状 態 の 一 例 を 示 す 外 観 斜 視 図 で あ る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 以 下 の 説 明 に お い て は 、 各 図 面 に 示 さ れ る 前 後 上 下 左 右 の 定 義 に 従 っ て 説 明 す る 。 除 湿  
ユ ニ ッ ト 側 操 作 部 ７ ４ が 設 け ら れ て い る 前 方 を 向 く 面 を 正 面 、 後 方 を 向 く 正 面 と 反 対 の 面  
を 背 面 と い う 場 合 が あ る 。 ま た 、 前 後 左 右 方 向 に 沿 う 方 向 を 、 水 平 方 向 と す る 。 サ ー キ ュ  
レ ー タ ３ の 前 後 上 下 左 右 の 定 義 は 、 サ ー キ ュ レ ー タ ３ が 除 湿 ユ ニ ッ ト ２ へ 取 り 付 け ら れ た  
場 合 （ 以 下 単 に 「 一 体 時 」 と い う 。 ） と 、 除 湿 ユ ニ ッ ト ２ か ら 分 離 さ れ た 場 合 （ 以 下 単 に  
「 分 離 時 」 と い う 。 ） と で 、 異 な る 場 合 が あ り 、 一 体 時 に お い て は 図 １ か ら ４ 、 １ ０ か ら  
１ ２ の 定 義 に 従 い 、 分 離 時 に お い て は 図 ７ 及 び ８ に 従 う 場 合 が あ る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 サ ー キ ュ レ ー タ 付 除 湿 機 １ （ 以 下 単 に 「 除 湿 機 １ 」 と い う 。 ） は 、 除 湿 ユ ニ ッ ト ２ （ 空  
調 ユ ニ ッ ト ） と 、 除 湿 ユ ニ ッ ト ２ の 上 方 に 配 置 さ れ る サ ー キ ュ レ ー タ ３ （ 送 風 ユ ニ ッ ト ）  
と 、 を 有 す る 。 サ ー キ ュ レ ー タ ３ は 、 図 ４ に 示 す よ う に 、 除 湿 ユ ニ ッ ト ２ （ 筐 体 １ ０ ） に  
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対 し て 着 脱 可 能 で あ り 、 除 湿 ユ ニ ッ ト ２ と 連 動 又 は 独 立 し て 送 風 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 除 湿 ユ ニ ッ ト ２ は 、 除 湿 ユ ニ ッ ト ２ の 外 観 を な す 筐 体 １ ０ を 有 す る 。 筐 体 １ ０ は 、 前 枠  
１ １ と 、 後 枠 １ ２ と 、 上 面 板 １ ４ と 、 ベ ー ス １ ５ と 、 を 有 す る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 前 枠 １ １ 及 び 後 枠 １ ２ は 、 筐 体 １ ０ の 前 後 方 向 の ほ ぼ 中 央 位 置 に お い て 上 下 方 向 に 延 び  
る 接 続 線 １ ３ を 介 し て 組 み 合 わ さ れ 、 筐 体 １ ０ の 上 面 ２ １ 及 び 底 面 ２ ２ を 繋 ぐ 側 面 ２ ３ を  
な す 。 前 枠 １ １ 及 び 後 枠 １ ２ は 、 そ れ ぞ れ 上 端 か ら 水 平 方 向 内 側 に 折 れ 曲 が り 形 成 さ れ る  
上 面 枠 部 ２ ４ を 有 す る 。 ま た 、 左 右 の 側 面 ２ ３ と し て の 前 枠 １ １ 及 び 後 枠 １ ２ は 、 取 っ 手  
４ ３ が 配 置 さ れ る た め の 取 っ 手 切 欠 ２ ５ を 有 す る 。 取 っ 手 切 欠 ２ ５ は 、 側 面 ２ ３ の 上 端 か  
つ 前 後 方 向 ほ ぼ 中 央 位 置 に 形 成 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 図 ２ 及 び ３ に 示 す よ う に 、 後 枠 １ ２ （ 背 面 側 の 側 面 ２ ３ ） は 、 吸 込 口 ３ １ と 、 タ ン ク 挿  
入 口 ３ ２ と 、 電 源 コ ー ド 口 ３ ４ と 、 を 有 す る 。 吸 込 口 ３ １ は 、 複 数 の ス リ ッ ト ３ ６ を 有 し  
、 外 表 面 に フ ィ ル タ ３ ７ 及 び フ ィ ル タ ケ ー ス ３ ８ を 有 す る 。 フ ィ ル タ ３ ７ は 、 樹 脂 製 の 網  
や 不 織 布 な ど か ら な り 、 吸 入 空 気 に 混 入 す る 埃 や に お い 成 分 な ど を 取 り 除 く 。 フ ィ ル タ ケ  
ー ス ３ ８ は 、 フ ィ ル タ ３ ７ を 吸 込 口 ３ １ に 固 定 す る 。 タ ン ク 挿 入 口 ３ ２ は 、 吸 込 口 ３ １ の  
下 方 に 配 置 さ れ 、 こ こ か ら ド レ ン タ ン ク ６ ９ が 挿 入 さ れ 、 ま た 取 り 出 さ れ る 。 電 源 コ ー ド  
口 ３ ４ は 、 後 枠 １ ２ の 右 下 方 に 配 置 さ れ 、 除 湿 ユ ニ ッ ト 側 制 御 部 ７ ０ に 接 続 さ れ た 電 源 コ  
ー ド ４ が 電 源 コ ー ド 口 ３ ４ か ら 筐 体 １ ０ 外 部 に 引 き 回 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 上 面 板 １ ４ は 、 上 方 に 面 す る 基 部 １ ４ ａ と 、 基 部 １ ４ ａ の 周 縁 か ら 下 方 に 延 び る 周 壁 部  
１ ４ ｂ と 、 を 有 す る 。 上 面 板 １ ４ は 、 上 面 枠 部 ２ ４ の 内 縁 が 形 成 す る 開 口 ２ ４ ａ （ 図 ２ ）  
を 覆 う よ う に 配 置 さ れ る 。 基 部 １ ４ ａ は 、 上 記 し た 上 面 枠 部 ２ ４ と 共 に 、 筐 体 １ ０ の 上 方  
に 面 す る 面 で あ る 上 面 ２ １ を な す 。 上 面 ２ １ に お い て は 、 周 壁 部 １ ４ ｂ が 上 面 枠 部 ２ ４ に  
対 す る 段 差 を 形 成 す る こ と に よ り 、 基 部 １ ４ ａ が 上 面 枠 部 ２ ４ に 対 し て 上 方 に 凸 と な る 上  
面 側 凸 部 ９ ０ （ 図 ４ ） と し て 機 能 す る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 ま た 、 上 面 板 １ ４ は 、 吹 出 口 ４ １ と 、 導 風 壁 ４ ２ と 、 取 っ 手 ４ ３ と 、 左 右 吸 込 口 凹 部 ４  
５ と 、 を 有 す る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 図 ３ 及 び ４ に 示 す よ う に 、 吹 出 口 ４ １ は 、 基 部 １ ４ ａ の ほ ぼ 中 央 位 置 に 矩 形 状 に 形 成 さ  
れ る 。 吹 出 口 ４ １ に は 、 乾 燥 空 気 の 吹 出 方 向 を 制 御 可 能 な ル ー バ ４ ８ と 、 ル ー バ ４ ８ を 駆  
動 す る ル ー バ モ ー タ ４ ９ （ 図 ５ ） と 、 が 配 置 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 導 風 壁 ４ ２ は 、 上 方 視 に お け る 吹 出 口 ４ １ の 外 側 で 吹 出 口 ４ １ を 囲 む よ う に し て 基 部 １  
４ ａ に 対 し て 上 方 に 一 定 の 所 定 量 立 ち 上 が る 壁 で あ る 。 導 風 壁 ４ ２ は 、 吹 出 口 ４ １ か ら 吹  
き 出 さ れ る 空 気 を 上 方 の サ ー キ ュ レ ー タ ３ 方 向 に 導 く 。 導 風 壁 ４ ２ は 、 筐 体 １ ０ の 内 部 と  
接 続 さ れ た 、 内 側 に 吹 出 口 ４ １ か ら 吹 き 出 さ れ る 空 気 の 通 り 道 と な る 空 間 を 形 成 す る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 取 っ 手 ４ ３ は 、 上 面 板 １ ４ の 左 方 及 び 右 方 の 、 前 枠 １ １ 及 び 後 枠 １ ２ の 取 っ 手 切 欠 ２ ５  
に 対 応 す る 位 置 で あ っ て 、 側 面 ２ ３ の 上 方 に 形 成 さ れ る 。 取 っ 手 ４ ３ は 、 側 面 ２ ３ か ら 左  
右 方 向 内 側 に 凹 ん だ 取 っ 手 凹 部 ５ １ 及 び 指 掛 部 ５ ２ を 有 し 、 ユ ー ザ が 除 湿 機 １ を 運 搬 す る  
際 に 利 用 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 左 右 吸 込 口 凹 部 ４ ５ は 、 後 述 す る 左 右 吸 込 口 １ ２ １ を 形 成 す る た め の 凹 部 で あ る 。 左 右  
吸 込 口 凹 部 ４ ５ は 、 指 掛 部 ５ ２ に 関 し て 取 っ 手 凹 部 ５ １ （ 取 っ 手 ４ ３ ） と 左 右 方 向 に お い  
て 重 な り 合 う 位 置 に 形 成 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 図 ３ に 示 す よ う に 、 ベ ー ス １ ５ は 、 組 み 合 わ さ れ た 前 枠 １ １ 及 び 後 枠 １ ２ が 下 方 に 形 成  
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す る 開 口 ２ ２ ａ を 覆 う よ う に 配 置 さ れ る 。 ベ ー ス １ ５ は 、 除 湿 機 １ の 土 台 と な り 、 床 な ど  
の 設 置 面 に 直 接 又 は 間 隙 を 介 し て 面 し て 設 置 さ れ る 底 面 ２ ２ と な る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 除 湿 ユ ニ ッ ト ２ は 、 筐 体 １ ０ に 収 容 さ れ る 主 な 内 部 部 品 と し て 、 図 ３ に 示 す よ う に 、 フ  
ァ ン ケ ー ス ６ １ と 、 空 調 側 フ ァ ン と し て の シ ロ ッ コ フ ァ ン ６ ２ と 、 駆 動 部 で あ る 送 風 モ ー  
タ ６ ３ と 、 圧 縮 機 ６ ５ と 、 熱 交 換 器 ６ ６ と 、 加 熱 ヒ ー タ ６ ７ と 、 ド レ ン パ ン ６ ８ と 、 ド レ  
ン タ ン ク ６ ９ と 、 を 有 す る 。
　 ま た 、 筐 体 １ ０ 内 に は 、 吸 込 口 ３ １ か ら 吹 出 口 ４ １ を 空 気 が 通 過 可 能 な 送 風 路 ６ ４ が 形  
成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 フ ァ ン ケ ー ス ６ １ は 、 ベ ー ス １ ５ 上 に 配 置 さ れ 、 主 に シ ロ ッ コ フ ァ ン ６ ２ 、 送 風 モ ー タ  
６ ３ 、 及 び ド レ ン タ ン ク ６ ９ を 支 持 し た り 位 置 決 め し た り す る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 シ ロ ッ コ フ ァ ン ６ ２ は 、 送 風 モ ー タ ６ ３ の 回 転 に よ り 回 転 し 、 吸 込 口 ３ １ か ら 空 気 を 吸  
い 込 み 、 吹 出 口 ４ １ か ら 吹 き 出 す 空 気 の 流 れ を 形 成 す る 。 シ ロ ッ コ フ ァ ン ６ ２ 及 び 送 風 モ  
ー タ ６ ３ は 、 回 転 軸 が 前 後 方 向 に 沿 う よ う に フ ァ ン ケ ー ス ６ １ に 取 り 付 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 圧 縮 機 ６ ５ は 、 ベ ー ス １ ５ 上 に 固 定 さ れ て お り 、 配 管 ６ ５ ａ 及 び 減 圧 装 置 を 介 し て 熱 交  
換 器 ６ ６ に 接 続 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 熱 交 換 器 ６ ６ （ 空 気 調 和 部 ） は 、 吸 込 口 ３ １ か ら 吸 い 込 ま れ た 空 気 と 熱 交 換 を 行 う 。 熱  
交 換 器 ６ ６ は 、 吸 込 口 ３ １ に 近 い 位 置 に 配 置 さ れ る 蒸 発 器 ６ ６ ａ と 、 蒸 発 器 ６ ６ ａ よ り も  
前 方 に 配 置 さ れ る 凝 縮 器 ６ ６ ｂ と 、 を 有 す る 。 蒸 発 器 ６ ６ ａ 及 び 凝 縮 器 ６ ６ ｂ は 、 Ｕ 字 状  
の 冷 媒 管 ６ ６ ｃ に フ ィ ン ６ ６ ｄ が 取 り 付 け ら れ た 、 フ ィ ン チ ュ ー ブ 型 の 熱 交 換 器 ６ ６ で あ  
る 。 冷 媒 管 ６ ６ ｃ は 、 水 平 方 向 （ 左 右 方 向 ） に 延 び る 複 数 の 直 線 部 と 、 上 下 方 向 に Ｕ 字 に  
曲 り ２ 本 の 直 線 部 を つ な げ る 曲 げ 部 と 、 を 有 し 、 こ の 直 線 部 と 曲 げ 部 と が 冷 媒 管 ６ ６ ｃ の  
長 さ 方 向 に 渡 っ て 連 続 し て 現 わ れ る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 圧 縮 機 ６ ５ 、 配 管 ６ ５ ａ 、 減 圧 装 置 及 び 熱 交 換 器 ６ ６ は 、 冷 媒 が 流 れ る 冷 凍 サ イ ク ル を  
形 成 す る 。 冷 凍 サ イ ク ル は 、 冷 媒 が 流 れ る 順 に 、 圧 縮 機 ６ ５ 、 凝 縮 器 ６ ６ ｂ 、 減 圧 装 置 、  
蒸 発 器 ６ ６ ａ を 有 す る 。 冷 媒 は 、 蒸 発 器 ６ ６ ａ を 流 れ る 際 に 、 蒸 発 器 ６ ６ ａ を 通 過 す る 空  
気 か ら 熱 を 奪 い 蒸 発 す る 。 ま た 、 冷 媒 は 、 凝 縮 器 ６ ６ ｂ を 流 れ る 際 に 、 凝 縮 器 ６ ６ ｂ を 通  
過 す る 空 気 を 再 加 熱 し 凝 縮 す る 。 こ れ に よ り 、 吸 込 口 ３ １ か ら 吸 い 込 ま れ た 空 気 は 、 フ ィ  
ル タ ３ ７ で 埃 や に お い 成 分 な ど が 取 り 除 か れ た 後 、 蒸 発 器 ６ ６ ａ で 冷 却 、 除 湿 さ れ 、 次 い  
で 凝 縮 器 ６ ６ ｂ で 加 熱 さ れ て 、 低 湿 度 の 空 気 と な る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 加 熱 ヒ ー タ ６ ７ （ 空 気 調 和 部 ） は 、 凝 縮 器 ６ ６ ｂ を 通 過 し た 低 湿 度 の 空 気 を 、 吹 出 口 ４  
１ の 前 段 で 加 熱 す る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 送 風 路 ６ ４ は 、 吸 込 口 ３ １ と 吹 出 口 ４ １ と の 間 に あ り 、 熱 交 換 器 ６ ６ が 配 置 さ れ た 空 間  
、 及 び フ ァ ン ケ ー ス ６ １ で 構 成 さ れ て い る 。 シ ロ ッ コ フ ァ ン ６ ２ が 駆 動 す る と 、 吸 込 口 ３  
１ か ら 吸 い 込 ま れ た 空 気 が 熱 交 換 器 ６ ６ が 配 置 さ れ た 空 間 、 及 び フ ァ ン ケ ー ス ６ １ を 通 過  
し 、 吹 出 口 ４ １ か ら 送 風 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 ド レ ン パ ン ６ ８ は 、 排 水 口 を 有 し 、 蒸 発 器 ６ ６ ａ で 発 生 し 落 下 す る ド レ ン 水 を 受 け 、 こ  
の 排 水 口 か ら 排 出 す る 。 ド レ ン パ ン ６ ８ は 、 熱 交 換 器 ６ ６ を 下 方 で 支 持 し 、 固 定 す る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 ド レ ン タ ン ク ６ ９ は 、 ド レ ン パ ン ６ ８ の 排 水 口 か ら 排 出 さ れ る ド レ ン 水 を 貯 留 す る 。 ド  
レ ン タ ン ク ６ ９ は 、 タ ン ク 挿 入 口 ３ ２ か ら 前 後 方 向 に ス ラ イ ド さ れ る こ と に よ り 、 筐 体 １  
０ に 対 し て 着 脱 さ れ る 。 筐 体 １ ０ 内 に 挿 入 さ れ た ド レ ン タ ン ク ６ ９ は 、 フ ァ ン ケ ー ス ６ １  
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に よ り 形 成 さ れ た タ ン ク 室 に 配 置 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 ド レ ン タ ン ク ６ ９ は 、 タ ン ク 蓋 ６ ９ ａ と 、 浮 き 収 容 部 ６ ９ ｂ と 、 を 有 す る 。 タ ン ク 蓋 ６  
９ ａ は 、 ド レ ン パ ン ６ ８ の 排 水 口 か ら の ド レ ン 水 を ド レ ン タ ン ク ６ ９ 内 に 落 下 さ せ る 。 浮  
き 収 容 部 ６ ９ ｂ は 、 ド レ ン タ ン ク ６ ９ 内 の 水 位 を 検 出 す る た め の 、 例 え ば マ グ ネ ッ ト を 有  
す る 浮 き を 収 容 す る 。 水 位 に 応 じ た マ グ ネ ッ ト の 磁 界 は 、 除 湿 ユ ニ ッ ト 側 制 御 部 ７ ０ な ど  
に 実 装 さ れ た Ａ Ｍ Ｒ セ ン サ （ A n i s o t r o p i c - M a g n e t o - R e s i s t a n c e 、 異 方 性 磁 気 抵 抗 セ  
ン サ ） な ど の 水 位 セ ン サ ６ ９ ｃ に よ り 検 出 さ れ 、 ド レ ン タ ン ク ６ ９ の 満 水 を ユ ー ザ に 通 知  
す る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 除 湿 ユ ニ ッ ト ２ は 、 図 ５ に 示 す よ う に 、 さ ら に 除 湿 ユ ニ ッ ト 側 制 御 部 ７ ０ と 、 温 度 セ ン  
サ ７ １ と 、 湿 度 セ ン サ ７ ２ と 、 報 知 部 ７ ３ と 、 除 湿 ユ ニ ッ ト 側 操 作 部 ７ ４ と 、 表 示 部 ７ ５  
と 、 を 有 す る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 除 湿 ユ ニ ッ ト 側 制 御 部 ７ ０ は 、 例 え ば フ ァ ン ケ ー ス ６ １ の 前 方 に 、 所 要 の ケ ー ス に 支 持  
さ れ て 配 置 さ れ る 制 御 基 板 で あ る 。 除 湿 ユ ニ ッ ト 側 制 御 部 ７ ０ は 、 除 湿 ユ ニ ッ ト 側 操 作 部  
７ ４ か ら の 指 示 や 予 め 記 憶 さ れ た プ ロ グ ラ ム に 基 づ い て ル ー バ モ ー タ ４ ９ 、 送 風 モ ー タ ６  
３ や 圧 縮 機 ６ ５ 、 加 熱 ヒ ー タ ６ ７ 、 表 示 部 ７ ５ な ど の 各 部 を 電 気 的 に 制 御 す る こ と に よ り  
、 除 湿 機 １ の 動 作 を 統 括 的 に 制 御 す る 。 除 湿 ユ ニ ッ ト 側 制 御 部 ７ ０ は 、 一 体 時 及 び 分 離 時  
に お い て 、 サ ー キ ュ レ ー タ ３ の 首 振 り モ ー タ １ ３ ８ な ど の 各 部 も 赤 外 線 信 号 の 送 信 に よ り  
制 御 す る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 除 湿 ユ ニ ッ ト 側 制 御 部 ７ ０ は 、 記 憶 部 ７ ７ 及 び タ イ マ ７ ８ を 有 す る 。 記 憶 部 ７ ７ は 、 各  
部 の 動 作 プ ロ グ ラ ム な ど を 記 憶 す る 。 タ イ マ ７ ８ は 、 除 湿 機 １ の タ イ マ 運 転 な ど の た め の  
計 時 を 行 う 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 温 度 セ ン サ ７ １ 及 び 湿 度 セ ン サ ７ ２ は 、 除 湿 機 １ 本 体 の 所 定 位 置 に １ つ 、 あ る い は 複 数  
設 け ら れ 、 除 湿 機 １ の 周 囲 温 度 及 び 湿 度 を 計 測 す る 。 除 湿 ユ ニ ッ ト 側 制 御 部 ７ ０ は 、 温 度  
や 湿 度 を 必 要 に 応 じ て 使 用 し 各 部 を 制 御 す る 。 ま た 、 温 度 セ ン サ ７ １ の １ つ は 蒸 発 器 ６ ６  
ａ の 温 度 を 計 測 す る 。 報 知 部 ７ ３ は 、 除 湿 ユ ニ ッ ト 側 制 御 部 ７ ０ の 指 示 に 基 づ い て ユ ー ザ  
に 状 況 を 知 ら せ る た め の ア ラ ー ム 音 な ど を 出 力 す る 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
　 除 湿 ユ ニ ッ ト 側 操 作 部 ７ ４ 及 び 表 示 部 ７ ５ は 、 正 面 側 の 側 面 ２ ３ （ 前 枠 １ １ ） に お け る  
上 方 で あ っ て 、 左 右 方 向 に お け る ほ ぼ 中 央 位 置 に 配 置 さ れ る 。 除 湿 ユ ニ ッ ト 側 操 作 部 ７ ４  
（ 空 調 側 操 作 部 ） は 、 例 え ば 、 運 転 ス イ ッ チ 、 タ イ マ ー ス イ ッ チ 、 運 転 モ ー ド 選 択 ス イ ッ  
チ 、 サ ー キ ュ レ ー タ ３ の 動 作 を 設 定 す る た め の ス イ ッ チ 、 な ど を 実 現 す る 複 数 の 入 力 ボ タ  
ン を 有 す る 。 表 示 部 ７ ５ は 、 除 湿 機 １ の 運 転 状 態 な ど を Ｌ Ｅ Ｄ （ L i g h t  E m i t t i n g  D i o d  
e ） の 点 灯 状 態 で 表 示 す る 。
【 ０ ０ ４ １ 】
　 除 湿 ユ ニ ッ ト ２ は 、 さ ら に 、 サ ー キ ュ レ ー タ 検 出 セ ン サ ８ １ と 、 除 湿 ユ ニ ッ ト 側 通 信 部  
８ ２ と 、 除 湿 ユ ニ ッ ト 側 電 源 部 ８ ３ と 、 電 源 切 替 部 ８ ４ と 、 を 有 す る 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
　 サ ー キ ュ レ ー タ 検 出 セ ン サ ８ １ は 、 例 え ば サ ー キ ュ レ ー タ ３ の 所 定 位 置 に 配 置 さ れ た 磁  
石 の 磁 界 を 検 出 す る リ ー ド ス イ ッ チ で あ る 。 サ ー キ ュ レ ー タ 検 出 セ ン サ ８ １ は 、 磁 界 の 検  
出 の 有 無 に よ り 、 サ ー キ ュ レ ー タ ３ の 除 湿 ユ ニ ッ ト ２ に 対 す る 着 脱 状 態 （ 一 体 又 は 分 離 ）  
を 検 出 す る 。 除 湿 ユ ニ ッ ト 側 通 信 部 ８ ２ は 、 除 湿 ユ ニ ッ ト 側 制 御 部 ７ ０ の 制 御 に 基 づ い て  
サ ー キ ュ レ ー タ ３ の サ ー キ ュ レ ー タ 側 通 信 部 １ ８ ２ と 所 要 の 赤 外 線 信 号 の 送 受 信 が 可 能 な  
赤 外 線 ア ン テ ナ で あ る 。 除 湿 ユ ニ ッ ト 側 通 信 部 ８ ２ は 、 図 １ に 示 す よ う に 、 例 え ば 除 湿 ユ  
ニ ッ ト 側 操 作 部 ７ ４ が 形 成 さ れ る パ ネ ル ７ ６ 内 に 設 け ら れ た 赤 外 線 を 透 過 さ せ る 除 湿 ユ ニ  
ッ ト 側 透 過 窓 ８ ６ か ら 赤 外 線 を 送 受 信 す る 。
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【 ０ ０ ４ ３ 】
　 図 ６ に 示 す よ う に 、 除 湿 ユ ニ ッ ト 側 電 源 部 ８ ３ は 、 商 用 電 源 と 接 続 さ れ た 電 源 コ ー ド ４  
か ら 供 給 さ れ る 交 流 電 流 を 直 流 電 源 に 変 換 し 、 除 湿 ユ ニ ッ ト ２ の 各 部 に 供 給 す る 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
　 電 源 切 替 部 ８ ４ は 、 商 用 電 源 か ら 供 給 さ れ る 交 流 電 流 を 、 電 源 出 力 端 子 ８ ７ に 供 給 す る  
か 否 か を 切 り 替 え る 。 電 源 出 力 端 子 ８ ７ は 、 図 ４ に 示 す よ う に 、 サ ー キ ュ レ ー タ ３ の 取 付  
箇 所 と な る 上 面 ２ １ か ら 上 方 に 露 出 し て い る 。 除 湿 ユ ニ ッ ト 側 制 御 部 ７ ０ は 、 一 体 時 に お  
い て は 、 電 源 切 替 部 ８ ４ を 閉 じ て 電 源 出 力 端 子 ８ ７ か ら サ ー キ ュ レ ー タ ３ の 電 源 入 力 端 子  
１ ８ ７ に 電 源 を 供 給 す る 。 一 方 、 除 湿 ユ ニ ッ ト 側 制 御 部 ７ ０ は 、 分 離 時 に お い て は 、 電 源  
切 替 部 ８ ４ を 開 き 、 電 源 出 力 端 子 ８ ７ に 電 源 を 供 給 し な い 。
【 ０ ０ ４ ５ 】
　 サ ー キ ュ レ ー タ ３ は 、 一 体 時 に お い て は 、 除 湿 ユ ニ ッ ト ２ か ら 吹 き 出 さ れ る 除 湿 さ れ た  
空 気 を 主 に 吸 い 込 み 、 ま た 分 離 時 に お い て は 、 周 囲 の 空 気 を 吸 い 込 み 、 こ れ ら の 空 気 を 送  
風 し な が ら 周 囲 の 空 気 を 循 環 し 、 撹 拌 す る 。
【 ０ ０ ４ ６ 】
　 サ ー キ ュ レ ー タ ３ は 、 台 座 部 １ １ ０ と 、 送 風 部 １ ３ ０ と 、 を 有 す る 。 送 風 部 １ ３ ０ は 、  
台 座 部 １ １ ０ に 対 し て 左 右 方 向 に 沿 う 首 振 り 軸 １ ３ ９ （ 図 １ ０ ） 周 り に 首 振 り 可 能 に 支 持  
さ れ て い る 。
【 ０ ０ ４ ７ 】
　 台 座 部 １ １ ０ は 、 図 １ 、 ７ 及 び ８ な ど に 示 す よ う に 、 台 座 部 １ １ ０ 内 側 に 送 風 部 １ ３ ０  
を 収 容 可 能 な 空 間 （ 上 下 方 向 に 貫 通 す る 貫 通 孔 ） を 形 成 す る 、 筒 状 の ケ ー シ ン グ で あ る 。  
台 座 部 １ １ ０ は 、 台 座 部 底 面 １ １ １ と 、 台 座 部 側 面 １ １ ２ と 、 台 座 部 上 面 １ １ ３ と 、 を 有  
す る 。 台 座 部 側 面 １ １ ２ は 、 外 側 面 及 び 内 側 面 か ら な り 、 台 座 部 底 面 １ １ １ 、 台 座 部 側 面  
１ １ ２ 及 び 台 座 部 上 面 １ １ ３ で 閉 じ て 形 成 さ れ る 内 部 空 間 １ １ ５ は 、 図 ３ に 示 す よ う に 一  
部 又 は 全 て が 中 空 で あ る 。
【 ０ ０ ４ ８ 】
　 台 座 部 底 面 １ １ １ は 、 上 面 枠 部 ２ ４ が 形 成 す る 上 面 ２ １ と ほ ぼ 同 一 の 形 状 を 有 す る 枠 状  
面 で あ る 。 台 座 部 底 面 １ １ １ は 、 一 体 時 に お い て は 、 上 面 枠 部 ２ ４ に 置 か れ て 接 触 す る 面  
と な る 。 ま た 、 台 座 部 底 面 １ １ １ は 、 図 ３ 及 び ８ に 示 す よ う に 、 台 座 部 底 面 １ １ １ の 内 周  
縁 １ １ １ ａ よ り 内 側 に 、 サ ー キ ュ レ ー タ 側 凹 部 １ ９ ０ （ 送 風 側 凹 部 ） を 有 す る 。 サ ー キ ュ  
レ ー タ 側 凹 部 １ ９ ０ は 、 上 面 板 １ ４ の 周 壁 部 １ ４ ｂ の 上 下 方 向 長 さ に 対 応 し 、 か つ 上 面 側  
凸 部 ９ ０ の 形 状 に 対 応 し て 、 上 方 に 凹 ん だ 凹 空 間 で あ る 。 サ ー キ ュ レ ー タ 側 凹 部 １ ９ ０ は  
、 上 面 側 凸 部 ９ ０ の 形 状 に 対 応 し て い る た め 、 一 体 時 に お い て は 上 面 側 凸 部 ９ ０ と 掛 か り  
合 う 。 こ の 結 果 、 台 座 部 １ １ ０ は 、 上 面 側 凸 部 ９ ０ に よ り 設 置 面 に 平 行 な 水 平 方 向 の 移 動  
、 す な わ ち 上 面 ２ １ 上 で の 移 動 が 規 制 さ れ る 。 ま た 、 サ ー キ ュ レ ー タ ３ は 単 純 な 凹 凸 の 掛  
か り 合 い に よ り 筐 体 １ ０ に 支 持 さ れ て い る た め 、 上 方 に 持 ち 上 げ る こ と に よ り 簡 単 に 取 り  
外 さ れ る 。
【 ０ ０ ４ ９ 】
　 台 座 部 側 面 １ １ ２ は 、 外 周 面 の 形 状 が 筐 体 １ ０ の 側 面 ２ ３ の 外 周 面 の 形 状 と ほ ぼ 同 一 で  
あ る 。 す な わ ち 、 サ ー キ ュ レ ー タ ３ の 台 座 部 側 面 １ １ ２ は 、 一 体 時 に お い て は 、 除 湿 ユ ニ  
ッ ト ２ の 側 面 ２ ３ と 面 一 に な り 、 筐 体 １ ０ と 一 体 で あ る よ う な 外 観 を 有 す る 。 台 座 部 側 面  
１ １ ２ は 、 左 右 吸 込 口 １ ２ １ と 、 後 吸 込 口 １ ２ ２ と 、 を 有 す る 。
【 ０ ０ ５ ０ 】
　 左 右 吸 込 口 １ ２ １ は 、 左 方 及 び 右 方 の 台 座 部 側 面 １ １ ２ の 、 前 後 方 向 ほ ぼ 中 央 位 置 に 配  
置 さ れ 、 台 座 部 側 面 １ １ ２ の 台 座 部 底 面 １ １ １ と の 境 界 か ら 所 定 量 上 方 に 切 り 欠 か れ て 形  
成 さ れ る 。 左 右 吸 込 口 １ ２ １ は 、 図 ２ な ど に 示 す よ う に 、 筐 体 １ ０ の 側 面 ２ ３ の 取 っ 手 ４  
３ に 対 し て 、 指 掛 部 ５ ２ に 関 し て 、 又 は 上 面 枠 部 ２ ４ と 台 座 部 底 面 １ １ １ と の 境 界 線 ５ に  
関 し て ほ ぼ 上 下 対 称 と な る 形 状 を 有 す る 。 上 記 し た よ う に 、 上 面 板 １ ４ に は 左 右 吸 込 口 凹  
部 ４ ５ が 形 成 さ れ て お り 、 こ の 左 右 吸 込 口 凹 部 ４ ５ に 形 成 さ れ た 空 間 と 、 左 右 吸 込 口 １ ２  
１ と が 作 用 し て 、 左 右 吸 込 口 １ ２ １ を 介 し て 除 湿 機 １ の 周 囲 と 台 座 部 １ １ ０ の 内 側 と を 接  
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続 す る 。
【 ０ ０ ５ １ 】
　 後 吸 込 口 １ ２ ２ は 、 後 方 の 台 座 部 側 面 １ １ ２ の 、 左 右 方 向 に お け る ほ ぼ 中 央 位 置 に 配 置  
さ れ 、 台 座 部 側 面 １ １ ２ の 台 座 部 底 面 １ １ １ と の 境 界 か ら 所 定 量 上 方 に 切 り 欠 か れ て 形 成  
さ れ る 。 後 吸 込 口 １ ２ ２ は 、 筐 体 １ ０ の 上 面 ２ １ の 形 状 と 作 用 し て 、 後 吸 込 口 １ ２ ２ を 介  
し て 周 囲 と 台 座 部 １ １ ０ の 内 側 と を 接 続 す る 。
【 ０ ０ ５ ２ 】
　 台 座 部 上 面 １ １ ３ は 、 前 後 方 向 に お い て 、 後 方 か ら ほ ぼ 中 央 位 置 ま で 水 平 方 向 に 平 行 な  
面 １ １ ３ ａ と 、 ほ ぼ 中 央 位 置 か ら 前 方 に か け て 下 方 に 曲 線 的 に 傾 斜 す る 面 １ １ ３ ｂ と 、 か  
ら な る 。 台 座 部 上 面 １ １ ３ は 、 後 方 に 、 曲 線 的 な 凹 部 １ １ ３ ｃ を 有 す る 。 凹 部 １ １ ３ ｃ は  
、 一 体 時 に お け る サ ー キ ュ レ ー タ ３ か ら の 送 風 を 台 座 部 １ １ ０ が 妨 げ る こ と な く 、 送 風 可  
能 と な る よ う に 形 成 さ れ る 。
【 ０ ０ ５ ３ 】
　 送 風 部 １ ３ ０ は 、 カ バ ー １ ３ １ と 、 駆 動 部 と し て の フ ァ ン モ ー タ １ ３ ５ と 、 送 風 側 フ ァ  
ン と し て の フ ァ ン １ ３ ６ と 、 を 有 す る 。 こ こ で 、 図 １ ０ は 、 サ ー キ ュ レ ー タ ３ を 特 に 示 す  
上 下 方 向 に 沿 う 断 面 図 で あ る 。
【 ０ ０ ５ ４ 】
　 カ バ ー １ ３ １ は 、 ユ ー ザ の 指 な ど を フ ァ ン １ ３ ６ か ら 保 護 す る た め の 骨 状 の 部 材 で あ る  
。 カ バ ー １ ３ １ は 、 フ ァ ン １ ３ ６ の 吸 込 側 （ 上 流 側 ） を 覆 い 吸 込 面 と な る 吸 込 側 カ バ ー １  
３ １ ａ と 、 フ ァ ン １ ３ ６ の 吹 出 側 （ 下 流 側 ） を 覆 い 吹 出 面 と な る 平 面 状 の 吹 出 側 カ バ ー １  
３ １ ｂ と 、 を 有 す る 。 吸 込 側 カ バ ー １ ３ １ ａ 及 び 吹 出 側 カ バ ー １ ３ １ ｂ は 、 組 み 合 わ さ れ  
て 一 体 と な る 。 一 体 時 に お い て 吹 出 側 カ バ ー １ ３ １ ｂ が ほ ぼ 水 平 方 向 に 沿 う 送 風 部 １ ３ ０  
の 姿 勢 で あ っ て 、 フ ァ ン １ ３ ６ の 回 転 軸 １ ４ ０ が 上 下 方 向 に 沿 う 姿 勢 で あ る 図 １ ０ の 姿 勢  
（ 以 下 単 に 「 停 止 姿 勢 と い う 」 。 ） に お い て 、 吸 込 側 カ バ ー １ ３ １ ａ は 、 下 方 に 面 す る 中  
心 位 置 に 上 方 に 凹 と な り 形 成 さ れ る モ ー タ 支 持 部 １ ３ １ ｃ を 有 す る 。 カ バ ー １ ３ １ は 、 二  
つ の 平 行 な 面 を 有 す る 球 台 形 状 又 は ほ ぼ 球 欠 形 状 を 有 す る 。 吹 出 側 カ バ ー １ ３ １ ｂ は 、 一  
方 の 面 積 の 大 き い 方 の 面 を な し 、 モ ー タ 支 持 部 １ ３ １ ｃ は 、 他 方 の 面 積 の 小 さ い 方 の 面 を  
な す 。 な お 、 カ バ ー １ ３ １ は 、 球 体 の 中 心 を 通 る 一 つ の 平 面 か ら な る 球 欠 形 状 で あ っ て も  
よ い 。
【 ０ ０ ５ ５ 】
　 フ ァ ン モ ー タ １ ３ ５ 及 び フ ァ ン １ ３ ６ は 、 停 止 姿 勢 に お い て 、 フ ァ ン モ ー タ １ ３ ５ （ フ  
ァ ン １ ３ ６ ） の 回 転 軸 １ ４ ０ が 上 下 方 向 に 沿 い 、 カ バ ー １ ３ １ を な す 球 体 の 中 心 Ｃ を 通 る  
よ う に カ バ ー １ ３ １ の 内 部 に 収 容 さ れ る 。 フ ァ ン モ ー タ １ ３ ５ は 、 回 転 軸 １ ４ ０ 周 り に フ  
ァ ン １ ３ ６ を 回 転 さ せ る 。 フ ァ ン １ ３ ６ は 、 吸 込 側 カ バ ー １ ３ １ ａ か ら 吸 い 込 ま れ た 吹 出  
口 ４ １ か ら 吹 き 出 さ れ る 空 気 や 除 湿 機 １ の 外 側 か ら 吸 込 側 カ バ ー １ ３ １ ａ に 吸 い 込 ま れ た  
空 気 を 吹 出 側 カ バ ー １ ３ １ ｂ か ら 送 風 す る 。
【 ０ ０ ５ ６ 】
　 送 風 部 １ ３ ０ は 、 台 座 部 １ １ ０ に 対 し て 、 フ ァ ン １ ３ ６ か ら の 吹 出 方 向 が 吹 出 口 ４ １ か  
ら 吹 き 出 さ れ た 空 気 の 吹 出 方 向 で あ る ほ ぼ 上 方 に 一 致 す る 、 停 止 姿 勢 で 支 持 さ れ る 。 ま た  
、 送 風 部 １ ３ ０ は 、 首 振 り モ ー タ １ ３ ８ に よ り 一 体 時 の 停 止 姿 勢 か ら 左 右 方 向 （ 所 定 方 向  
） に 沿 う 首 振 り 軸 １ ３ ９ 周 り に 所 定 範 囲 内 の 角 度 で 首 振 り 可 能 な よ う に 、 台 座 部 １ １ ０ に  
支 持 さ れ て い る 。 首 振 り モ ー タ １ ３ ８ は 、 台 座 部 １ １ ０ の 内 部 空 間 １ １ ５ に 配 置 さ れ る 。  
首 振 り モ ー タ １ ３ ８ は 、 首 振 り 軸 １ ３ ９ を サ ー キ ュ レ ー タ ３ の 前 後 方 向 の ほ ぼ 中 央 位 置 に  
配 置 す る 。 ま た 首 振 り 軸 １ ３ ９ は 、 球 台 形 状 （ 球 欠 形 状 ） の カ バ ー １ ３ １ を な す 球 体 の 中  
心 Ｃ を 通 り 、 吹 出 側 カ バ ー １ ３ １ ｂ 及 び モ ー タ 支 持 部 １ ３ １ ｃ が な す 二 つ の 面 に 平 行 で あ  
る 。 ま た 、 首 振 り 軸 １ ３ ９ は 、 フ ァ ン １ ３ ６ の 回 転 軸 １ ４ ０ に 直 交 す る 。 ま た 、 後 述 す る  
よ う に 、 送 風 部 １ ３ ０ は 、 台 座 部 １ １ ０ に 対 し て 導 風 壁 ４ ２ の 上 端 ４ ２ ａ と 、 上 端 ４ ２ ａ  
に 面 す る 吸 込 側 カ バ ー １ ３ １ ａ と の 距 離 ｈ が 、 首 振 り 時 に お い て 一 定 を 保 つ よ う に 支 持 さ  
れ る 。
【 ０ ０ ５ ７ 】
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　 サ ー キ ュ レ ー タ ３ は 、 さ ら に 、 サ ー キ ュ レ ー タ 側 制 御 部 １ ７ ０ と 、 サ ー キ ュ レ ー タ 側 操  
作 部 １ ７ ４ と 、 サ ー キ ュ レ ー タ 側 通 信 部 １ ８ ２ と 、 サ ー キ ュ レ ー タ 側 電 源 部 １ ８ ３ と 、 を  
有 す る 。
【 ０ ０ ５ ８ 】
　 サ ー キ ュ レ ー タ 側 制 御 部 １ ７ ０ は 、 台 座 部 １ １ ０ の 内 部 空 間 １ １ ５ に 配 置 さ れ る 制 御 基  
板 で あ る 。 サ ー キ ュ レ ー タ 側 制 御 部 １ ７ ０ は 、 除 湿 ユ ニ ッ ト 側 制 御 部 ７ ０ 又 は サ ー キ ュ レ  
ー タ 側 操 作 部 １ ７ ４ か ら の 指 示 に 基 づ い て フ ァ ン モ ー タ １ ３ ５ 及 び 首 振 り モ ー タ １ ３ ８ を  
電 気 的 に 制 御 す る 。
【 ０ ０ ５ ９ 】
　 サ ー キ ュ レ ー タ 側 操 作 部 １ ７ ４ （ 送 風 側 操 作 部 ） は 、 正 面 側 の 台 座 部 側 面 １ １ ２ の 左 右  
方 向 に お け る ほ ぼ 中 央 位 置 に 配 置 さ れ る 。 サ ー キ ュ レ ー タ 側 操 作 部 １ ７ ４ は 、 例 え ば 、 運  
転 ス イ ッ チ 及 び 首 振 り ス イ ッ チ な ど を 実 現 す る 複 数 の 入 力 ボ タ ン を 有 す る 。
【 ０ ０ ６ ０ 】
　 サ ー キ ュ レ ー タ 側 通 信 部 １ ８ ２ は 、 サ ー キ ュ レ ー タ 側 制 御 部 １ ７ ０ の 制 御 に 基 づ い て 除  
湿 ユ ニ ッ ト 側 通 信 部 ８ ２ と 所 要 の 赤 外 線 信 号 の 送 受 信 が 可 能 な 赤 外 線 ア ン テ ナ で あ る 。 サ  
ー キ ュ レ ー タ 側 通 信 部 １ ８ ２ は 、 例 え ば 台 座 部 １ １ ０ の 台 座 部 上 面 １ １ ３ ｂ に 設 け ら れ た  
赤 外 線 を 透 過 さ せ る サ ー キ ュ レ ー タ 側 透 過 窓 １ ８ ６ か ら 赤 外 線 を 送 受 信 す る 。
【 ０ ０ ６ １ 】
　 図 ６ に 示 す よ う に 、 サ ー キ ュ レ ー タ 側 電 源 部 １ ８ ３ は 、 電 源 入 力 端 子 １ ８ ７ か ら 供 給 さ  
れ る 交 流 電 流 を 直 流 電 流 に 変 換 し 、 サ ー キ ュ レ ー タ ３ の 各 部 に 供 給 す る 。 電 源 入 力 端 子 １  
８ ７ は 、 図 ８ に 示 す よ う に 、 一 体 時 に お い て 除 湿 ユ ニ ッ ト ２ の 上 面 ２ １ か ら 露 出 し た 電 源  
出 力 端 子 ８ ７ に 直 接 接 続 可 能 な 位 置 に 配 置 さ れ る 。
【 ０ ０ ６ ２ 】
　 サ ー キ ュ レ ー タ 側 電 源 部 １ ８ ３ は 、 一 体 時 に お い て は 、 除 湿 ユ ニ ッ ト ２ の 電 源 出 力 端 子  
８ ７ と 直 接 接 続 さ れ た 電 源 入 力 端 子 １ ８ ７ か ら 供 給 さ れ る 電 源 を 各 部 に 供 給 す る 。 ま た 、  
分 離 時 に お い て は 、 商 用 電 源 に 接 続 さ れ た 電 源 コ ー ド ８ （ 図 ９ ） と 接 続 さ れ た 電 源 入 力 端  
子 １ ８ ７ か ら 供 給 さ れ る 電 源 を 各 部 に 供 給 す る 。 電 源 入 力 端 子 １ ８ ７ へ の 電 源 出 力 端 子 ８  
７ 及 び 電 源 コ ー ド ８ の 端 子 の 接 続 は 、 例 え ば 磁 力 を 利 用 し て 引 き 合 う こ と に よ り ユ ー ザ の  
端 子 接 続 動 作 を 容 易 に す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ６ ３ 】
　 こ の よ う な サ ー キ ュ レ ー タ ３ は 、 一 体 時 に お い て は 、 除 湿 ユ ニ ッ ト ２ か ら 吹 き 出 さ れ る  
除 湿 さ れ た 空 気 を 主 に 吸 い 込 み 、 こ れ ら の 空 気 を 上 方 に 送 風 し な が ら 周 囲 の 空 気 を 循 環 し  
、 撹 拌 す る 。 ま た 、 サ ー キ ュ レ ー タ ３ は 、 左 右 方 向 に 沿 う 首 振 り 軸 １ ３ ９ 周 り に 交 互 に 前  
後 方 向 に 吹 出 面 を 向 け る よ う に 首 振 り し な が ら 運 転 す る 。 ま た 、 サ ー キ ュ レ ー タ ３ は 、 分  
離 時 に お い て は 、 一 体 時 に お い て 後 方 に 面 す る 台 座 部 側 面 １ １ ２ を 床 な ど の 設 置 面 に 面 し  
（ 設 置 し ） 、 前 方 に 面 す る 台 座 部 側 面 １ １ ２ を 上 方 に 面 し て 配 置 す る よ う に 、 一 体 時 か ら  
９ ０ 度 起 立 さ せ て 使 用 さ れ る 。 サ ー キ ュ レ ー タ ３ は 、 周 囲 の 空 気 を 背 面 か ら 吸 い 込 み 、 こ  
れ ら の 空 気 を 正 面 に 送 風 し な が ら 周 囲 の 空 気 を 循 環 し 、 撹 拌 す る 。 ま た 、 サ ー キ ュ レ ー タ  
３ は 、 左 右 方 向 に 沿 う 首 振 り 軸 １ ３ ９ 周 り に 上 下 方 向 に 首 振 り し な が ら 運 転 す る 。
【 ０ ０ ６ ４ 】
　 こ の よ う な 除 湿 機 １ は 、 図 １ 及 び ２ に 示 す 一 体 時 に お い て は 、 除 湿 ユ ニ ッ ト ２ の 運 転 状  
態 と 連 動 し て 、 例 え ば 除 湿 ユ ニ ッ ト 側 制 御 部 ７ ０ が サ ー キ ュ レ ー タ ３ を 運 転 制 御 す る こ と  
に よ り 、 除 湿 ユ ニ ッ ト ２ が 検 出 し た 周 囲 の 湿 度 や 温 度 に 適 し た 空 調 を 行 う 。 ま た 、 図 ９ に  
示 す 分 離 時 に お い て も 同 様 に 、 除 湿 ユ ニ ッ ト ２ の 運 転 状 態 と 連 動 し て 除 湿 ユ ニ ッ ト 側 制 御  
部 ７ ０ が サ ー キ ュ レ ー タ ３ を 運 転 制 御 す る こ と に よ り 、 除 湿 ユ ニ ッ ト ２ が 検 出 し た 周 囲 の  
湿 度 や 温 度 に 適 し た 空 調 を 行 う 。
【 ０ ０ ６ ５ 】
　 さ ら に 、 分 離 時 に お い て は 、 除 湿 ユ ニ ッ ト ２ か ら 独 立 し て 、 サ ー キ ュ レ ー タ ３ が 単 独 で  
サ ー キ ュ レ ー タ 側 制 御 部 １ ７ ０ の 制 御 に 基 づ い て 送 風 運 転 を 行 う こ と も で き る 。
【 ０ ０ ６ ６ 】
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　 一 体 時 及 び 分 離 時 の い ず れ に お い て も 、 除 湿 ユ ニ ッ ト 側 制 御 部 ７ ０ は 、 除 湿 ユ ニ ッ ト 側  
通 信 部 ８ ２ を 制 御 す る こ と に よ り サ ー キ ュ レ ー タ 側 制 御 部 １ ７ ０ に 所 要 の 制 御 情 報 か ら な  
る 赤 外 線 信 号 を 送 信 し 得 る 。 サ ー キ ュ レ ー タ 側 通 信 部 １ ８ ２ を 介 し て 赤 外 線 信 号 を 受 信 し  
た サ ー キ ュ レ ー タ 側 制 御 部 １ ７ ０ は 、 受 信 し た 制 御 情 報 に 基 づ い て 、 サ ー キ ュ レ ー タ ３ の  
動 作 を 制 御 し 得 る 。
【 ０ ０ ６ ７ 】
　 こ の よ う な 除 湿 機 １ は 、 例 え ば 以 下 の よ う な 用 途 に お い て 好 適 に 使 用 さ れ る 。 室 内 に 干  
さ れ た 洗 濯 物 を 乾 燥 さ せ る た め に 除 湿 機 １ が 使 用 さ れ る 場 合 、 除 湿 機 １ を 洗 濯 物 の 直 下 に  
お い て 使 用 す る こ と に よ り 洗 濯 物 を 効 率 的 に 乾 燥 さ せ る こ と が で き る 。 そ の 際 、 除 湿 機 １  
と 洗 濯 物 が 重 な り 合 わ な い よ う に 除 湿 機 １ を 配 置 す る こ と が 好 ま し い 。 し か し な が ら 、 物  
干 し の 高 さ の 都 合 や 洗 濯 物 の 種 類 に よ っ て は 、 除 湿 機 １ を 洗 濯 物 の 直 下 に 配 置 す る こ と が  
困 難 と な る 場 合 が あ り 、 洗 濯 物 に 重 な り 合 わ な い よ う に 洗 濯 物 か ら 離 れ た 位 置 に 除 湿 機 １  
を 配 置 し な け れ ば な ら な い 。 こ れ に 対 し 本 実 施 形 態 に お け る 除 湿 機 １ は 、 除 湿 機 １ の 上 方  
に 配 置 さ れ た サ ー キ ュ レ ー タ ３ を 取 り 外 し 、 設 置 面 に 別 途 配 置 す る こ と が で き る 。 こ の た  
め 、 除 湿 機 １ が 洗 濯 物 と 重 な り 合 う 場 合 に は 、 サ ー キ ュ レ ー タ ３ を 分 離 し 、 除 湿 機 １ の 高  
さ を 低 く し て の 使 用 が 可 能 で あ り 、 状 況 に 応 じ て 使 い 勝 手 の よ い 除 湿 機 １ を 実 現 で き る 。
【 ０ ０ ６ ８ 】
　 こ こ で 、 サ ー キ ュ レ ー タ ３ は 、 除 湿 ユ ニ ッ ト ２ で 除 湿 さ れ た 空 気 を 効 率 よ く 送 風 す る た  
め に 、 送 風 部 １ ３ ０ と 除 湿 ユ ニ ッ ト ２ の 吹 出 口 ４ １ と の 関 係 が 好 適 に 設 定 さ れ て い る 。 以  
下 具 体 的 に 説 明 す る 。
【 ０ ０ ６ ９ 】
　 図 １ １ は 、 首 振 り 時 に お い て 送 風 部 １ ３ ０ が 正 面 を 向 く 場 合 の 説 明 図 で あ る 。 図 １ ２ は  
、 首 振 り 時 に お い て 送 風 部 １ ３ ０ が 背 面 を 向 く 場 合 の 説 明 図 で あ る 。
　 送 風 部 １ ３ ０ は 、 例 え ば 、 吹 出 側 カ バ ー １ ３ １ ｂ に よ り 形 成 さ れ る 吹 出 面 が 正 面 を 向 く  
図 １ １ に 示 す 状 態 と 吹 出 側 カ バ ー １ ３ １ ｂ が 背 面 を 向 く 図 １ ２ に 示 す 状 態 と を 往 復 し な が  
ら 、 こ の 二 つ の 状 態 を 首 振 り 角 度 の 所 定 範 囲 と し て 送 風 す る 。
　 こ の 所 定 範 囲 に お け る 首 振 り を 送 風 部 １ ３ ０ が 実 施 し フ ァ ン １ ３ ６ が 駆 動 し て い る と き  
、 送 風 部 １ ３ ０ が 後 述 す る 所 定 の 位 置 に あ る 場 合 を 除 い て 、 除 湿 ユ ニ ッ ト ２ の 送 風 路 ６ ４  
に は 所 定 の 通 風 量 の 空 気 が 通 過 す る 。
【 ０ ０ ７ ０ 】
　 こ の と き 、 図 １ ０ か ら １ ２ に 示 す よ う に 、 送 風 部 １ ３ ０ は 、 台 座 部 １ １ ０ に 対 し て 導 風  
壁 ４ ２ の 上 端 ４ ２ ａ と 、 上 端 ４ ２ ａ と 面 す る 吸 込 側 カ バ ー １ ３ １ ａ と の 距 離 ｈ が 、 首 振 り  
時 （ 停 止 姿 勢 時 を 含 む ） に お い て 一 定 を 保 つ よ う に 支 持 さ れ る 。 こ れ は 、 首 振 り 軸 １ ３ ９  
が カ バ ー １ ３ １ を な す 球 体 の 中 心 Ｃ を 通 る こ と に よ り 、 首 振 り 軸 １ ３ ９ の 軸 方 向 （ 左 右 方  
向 ） 視 で 首 振 り 軸 １ ３ ９ と 上 端 ４ ２ ａ と 面 し 得 る 吸 込 側 カ バ ー １ ３ １ ａ と の 距 離 が 球 体 の  
半 径 に 等 し く な り 、 常 に 一 定 と な る こ と で 実 現 さ れ る 。
【 ０ ０ ７ １ 】
　 な お 、 上 端 ４ ２ ａ と 吸 込 側 カ バ ー １ ３ １ ａ は 、 首 振 り 時 に お い て 常 に 面 し て い る 必 要 は  
な く 、 面 し て い る 場 合 に 距 離 ｈ が 一 定 で あ れ ば よ い 。 例 え ば 、 モ ー タ 支 持 部 １ ３ １ ｃ が 上  
端 ４ ２ ａ と 面 し て い る 場 合 に 上 端 ４ ２ ａ と モ ー タ 支 持 部 １ ３ １ ｃ と が 形 成 す る 距 離 は 、 モ  
ー タ 支 持 部 １ ３ １ ｃ が 形 成 さ れ て い る 以 外 の 吸 込 側 カ バ ー １ ３ １ ａ と 上 端 ４ ２ ａ と が な す
距 離 ｈ と 、 厳 密 に は 異 な る 、 こ の た め 、 モ ー タ 支 持 部 １ ３ １ ｃ が 上 端 ４ ２ ａ と 面 し て い る  
場 合 は 、 上 端 ４ ２ ａ と 吸 込 側 カ バ ー １ ３ １ ａ が 面 し て い る 態 様 に は 含 ま れ な く て も よ い 。
ま た 、 図 １ １ に 示 す よ う に 送 風 部 １ ３ ０ が 所 定 角 度 以 上 正 面 側 に 首 振 り し 上 端 ４ ２ ａ に 吸  
込 側 カ バ ー １ ３ １ ａ が 面 し な い 場 合 に お い て も 、 上 端 ４ ２ ａ と 吸 込 側 カ バ ー １ ３ １ ａ が 面  
し て い る 態 様 に は 含 ま れ な い 。 す な わ ち 、 上 端 ４ ２ ａ と 面 す る 吸 込 側 カ バ ー １ ３ １ ａ が あ  
る 場 合 に の み 、 上 記 条 件 を 満 た せ ば よ く 、 首 振 り 時 に お い て 常 に 上 記 条 件 が 満 た さ れ て い  
る 必 要 は な い 。
【 ０ ０ ７ ２ 】
　 ま た 、 送 風 部 １ ３ ０ は 、 除 湿 ユ ニ ッ ト ２ と の 関 係 に お い て 、 吸 込 側 カ バ ー １ ３ １ ａ の 首  
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振 り 時 （ 停 止 姿 勢 時 を 含 む ） に お け る 最 下 点 が 、 導 風 壁 ４ ２ の 上 端 ４ ２ ａ よ り も 下 方 で あ  
っ て 導 風 壁 ４ ２ が 形 成 す る 空 間 の 内 側 に 位 置 す る よ う に な っ て い る 。 す な わ ち 、 送 風 部 １  
３ ０ は 、 カ バ ー １ ３ １ の 下 方 に 位 置 す る 吸 込 側 カ バ ー １ ３ １ ａ が 、 導 風 壁 ４ ２ に 対 し て 上  
下 方 向 に お い て 重 な り 合 っ て い る 。 こ の と き 、 首 振 り 時 の 吸 込 側 カ バ ー １ ３ １ ａ の 軌 道 が  
導 風 壁 ４ ２ や 他 の 構 造 物 に 接 触 し な い よ う に 、 台 座 部 １ １ ０ に 対 す る 首 振 り 軸 １ ３ ９ の 位  
置 が 決 定 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ７ ３ 】
　 こ の よ う な 除 湿 機 １ は 、 導 風 壁 ４ ２ を 有 す る こ と に よ り 除 湿 ユ ニ ッ ト ２ で 除 湿 さ れ た 空  
気 を 外 部 に 漏 ら す こ と な く サ ー キ ュ レ ー タ ３ に 導 く こ と が で き る 。 特 に 、 除 湿 機 １ は 、 首  
振 り 時 に お い て 導 風 壁 ４ ２ と サ ー キ ュ レ ー タ ３ の 吸 込 面 と な る 吸 込 側 カ バ ー １ ３ １ ａ と の  
距 離 を 一 定 に 保 つ た め 、 除 湿 さ れ た 空 気 の 吸 込 み 量 を サ ー キ ュ レ ー タ ３ の 回 転 範 囲 に お い  
て 一 定 に 保 つ こ と が で き る 。 こ れ に よ り 、 除 湿 ユ ニ ッ ト ２ 側 で 供 給 可 能 な 除 湿 空 気 を 確 実  
に 送 風 で き 、 除 湿 機 １ は 除 湿 効 率 を 向 上 で き る 。
【 ０ ０ ７ ４ 】
　 ま た 、 除 湿 機 １ は 、 吸 込 側 カ バ ー １ ３ １ ａ の 一 部 を 導 風 壁 ４ ２ と 上 下 方 向 に お い て 重 な  
り 合 う よ う に 配 置 し た た め 、 重 な り 合 わ な い 場 合 に 比 べ て 一 体 時 に お け る 除 湿 機 １ の 高 さ  
を 小 さ く で き る 。 ま た 、 吸 込 側 カ バ ー １ ３ １ ａ と 上 端 ４ ２ ａ と の 距 離 ｈ も 小 さ く で き る た  
め 、 外 部 に 除 湿 空 気 を 漏 ら す こ と な く 確 実 に サ ー キ ュ レ ー タ ３ に 送 風 で き る 。
【 ０ ０ ７ ５ 】
　 さ ら に 、 導 風 壁 ４ ２ を 除 湿 ユ ニ ッ ト ２ 側 に 設 け 、 サ ー キ ュ レ ー タ ３ 側 に 設 け な い た め 、  
一 体 時 の み に 必 要 で あ り 、 分 離 時 に お い て は 必 要 で は な い 構 造 を 、 サ ー キ ュ レ ー タ ３ に 持  
た せ る こ と を 低 減 で き 、 分 離 時 に お け る 使 用 性 も 向 上 で き る 。
【 ０ ０ ７ ６ 】
　 次 に 、 特 定 モ ー ド の 一 つ で あ る 除 霜 運 転 時 に お け る 送 風 部 １ ３ ０ の 首 振 り 動 作 に つ い て  
説 明 す る 。
　 圧 縮 機 ６ ５ 、 及 び シ ロ ッ コ フ ァ ン ６ ２ を 駆 動 さ せ 冷 媒 管 ６ ６ ｃ 内 を 冷 媒 が 通 流 し 吹 出 口  
４ １ か ら 低 湿 度 の 空 気 を 送 風 す る 除 湿 運 転 の 実 施 時 、 除 湿 ユ ニ ッ ト ２ の 設 置 場 所 に お け る  
室 温 が 低 い と 蒸 発 器 ６ ６ ａ が 着 霜 す る 場 合 が あ る 。 蒸 発 器 ６ ６ ａ が 着 霜 し た 状 態 で 運 転 を  
継 続 す る と 、 着 霜 が 通 風 抵 抗 と な り 熱 交 換 効 率 が 低 下 し 、 さ ら に 、 霜 が 成 長 す る と 蒸 発 器  
６ ６ ａ 付 近 の 部 材 を 破 損 さ せ る 虞 が あ る 。
【 ０ ０ ７ ７ 】
除 湿 ユ ニ ッ ト 側 制 御 部 ７ ０ は 、 圧 縮 機 ６ ５ 、 及 び シ ロ ッ コ フ ァ ン ６ ２ を 駆 動 さ せ る 除 湿 運  
転 の 実 施 時 、 温 度 セ ン サ ７ １ に よ り 蒸 発 器 ６ ６ ａ に つ い て 所 定 の 低 温 度 が 所 定 時 間 以 上 検  
知 さ れ た と 判 断 し た ら 蒸 発 器 ６ ６ ａ が 着 霜 し て い る と し 、 圧 縮 機 ６ ５ を 停 止 さ せ シ ロ ッ コ  
フ ァ ン ６ ２ を 駆 動 さ せ 、 蒸 発 器 ６ ６ ａ の 除 霜 運 転 を 開 始 す る 。 当 該 除 霜 運 転 は 、 圧 縮 機 ６  
５ を 停 止 さ せ る こ と で 低 温 の 冷 媒 が 蒸 発 器 ６ ６ ａ 内 を 通 流 す る こ と を 阻 止 す る と 共 に 、 シ  
ロ ッ コ フ ァ ン ６ ２ を 駆 動 さ せ る こ と で 室 内 空 気 を 蒸 発 器 ６ ６ ａ に 送 風 し 、 蒸 発 器 ６ ６ ａ の  
着 霜 を 溶 か す 。 除 湿 ユ ニ ッ ト 側 制 御 部 ７ ０ は 、 除 霜 運 転 開 始 後 、 温 度 セ ン サ ７ １ で 検 知 さ  
れ た 蒸 発 器 ６ ６ ａ の 温 度 が 所 定 時 間 以 上 に な っ た と 判 断 し た ら 除 霜 運 転 を 終 了 さ せ 、 圧 縮  
機 ６ ５ と シ ロ ッ コ フ ァ ン ６ ２ と を 駆 動 さ せ る 除 湿 運 転 を 再 び 実 施 す る 。
【 ０ ０ ７ ８ 】
　 一 体 状 態 で 前 記 除 霜 運 転 を 実 施 す る と き 、 図 １ ０ に あ る よ う に サ ー キ ュ レ ー タ ３ が 停 止  
姿 勢 の 状 態 で は 、 吹 出 口 ４ １ か ら 吹 き 出 す 空 気 の 送 風 方 向 （ 矢 印 で 図 示 ） に フ ァ ン モ ー タ  
１ ３ ５ が 位 置 し 吹 出 口 ４ １ か ら の 送 風 が 妨 げ ら れ る 。 サ ー キ ュ レ ー タ ３ が 停 止 姿 勢 の 状 態  
で は フ ァ ン モ ー タ １ ３ ５ が 送 風 路 ６ ４ の 圧 損 と な る た め 、 送 風 路 ６ ４ の 通 風 量 が 低 下 し 除  
霜 効 率 の 低 下 要 因 と な る 。 除 霜 効 率 が 低 下 す る と 除 霜 時 間 が 長 引 き 、 除 湿 運 転 へ の 復 帰 に  
時 間 が か か る た め 室 内 の 除 湿 効 率 が 低 下 す る 。
【 ０ ０ ７ ９ 】
　 本 実 施 形 態 で は 、 除 湿 ユ ニ ッ ト 側 制 御 部 ７ ０ は 、 一 体 状 態 で 除 湿 運 転 を 実 施 し て い る と  
き 、 除 霜 運 転 の 開 始 条 件 を 満 た し た と 判 断 し た ら 、 圧 縮 機 ６ ５ を 停 止 さ せ 首 振 り モ ー タ １  
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３ ８ を 駆 動 さ せ 、 図 １ ３ に あ る 所 定 位 置 に 送 風 部 １ ３ ０ を 首 振 り し 静 止 し た 後 、 シ ロ ッ コ  
フ ァ ン ６ ２ 、 及 び フ ァ ン １ ３ ６ を 駆 動 さ せ る 。 そ の 後 、 除 湿 ユ ニ ッ ト 側 制 御 部 ７ ０ は 、 除  
霜 運 転 の 終 了 条 件 を 満 た し た と 判 断 し た ら 、 首 振 り モ ー タ １ ３ ８ に よ り 送 風 部 １ ３ ０ を 除  
霜 運 転 開 始 前 の 状 態 （ 除 湿 運 転 時 の 状 態 ） に 首 振 り し て 戻 し た 上 で 圧 縮 機 ６ ５ を 駆 動 さ せ  
、 除 湿 運 転 を 再 開 す る 。
【 ０ ０ ８ ０ 】
こ れ に よ り 、 吹 出 口 ４ １ か ら 吹 き 出 す 空 気 の 送 風 方 向 （ 矢 印 で 図 示 ） 外 に フ ァ ン モ ー タ １  
３ ５ が 位 置 し 、 送 風 方 向 に 吸 込 側 カ バ ー １ ３ １ ａ が 位 置 す る 状 態 と な る 。 送 風 方 向 外 に フ  
ァ ン モ ー タ １ ３ ５ が 移 動 す る こ と で フ ァ ン モ ー タ １ ３ ５ に よ る 圧 損 が な く 、 送 風 路 ６ ４ を  
通 過 す る 風 量 が 所 定 の 通 風 量 よ り も 大 き く な り 蒸 発 器 ６ ６ ａ の 除 霜 効 率 が 低 下 せ ず 、 短 時  
間 で 除 霜 運 転 を 終 了 さ せ て 早 期 に 除 湿 運 転 へ 復 帰 す る こ と が で き る 。 除 霜 運 転 が 長 引 く こ  
と で の 室 内 の 除 湿 効 率 低 下 を 未 然 に 阻 止 す る こ と が で き る た め 、 製 品 性 が 向 上 す る 。
【 ０ ０ ８ １ 】
次 に 、 特 定 モ ー ド の 一 つ で あ る ヒ ー タ 排 熱 運 転 に お け る 送 風 部 １ ３ ０ の 首 振 り 動 作 に つ い  
て 説 明 す る 。
衣 類 を 乾 燥 さ せ る た め の 衣 類 乾 燥 運 転 の 実 施 時 、 衣 類 を 早 期 に 乾 燥 さ せ る た め 加 熱 ヒ ー タ  
６ ７ を 駆 動 さ せ 吹 出 口 ４ １ か ら 温 風 を 送 風 す る 。 衣 類 乾 燥 運 転 が 終 了 し た ら 加 熱 ヒ ー タ ６  
７ を 停 止 さ せ る が 、 加 熱 ヒ ー タ ６ ７ 付 近 に あ る 部 材 は 加 熱 ヒ ー タ ６ ７ に よ り 加 熱 さ れ た こ  
と で 高 温 状 態 で あ り 、 自 然 放 熱 で は 低 下 速 度 が 遅 く 部 材 が 熱 損 傷 を 受 け る と い っ た 悪 影 響  
が 懸 念 さ れ る 。
【 ０ ０ ８ ２ 】
除 湿 ユ ニ ッ ト 側 制 御 部 ７ ０ は 、 衣 類 乾 燥 運 転 が 終 了 し 加 熱 ヒ ー タ ６ ７ を 停 止 し た 後 、 所 定  
時 間 だ け シ ロ ッ コ フ ァ ン ６ ２ を 駆 動 さ せ る 排 熱 運 転 を 実 施 す る 。 当 該 排 熱 運 転 に よ り 、 筐  
体 １ ０ 内 に お け る 加 熱 ヒ ー タ ６ ７ 付 近 を 冷 却 す る こ と が で き 、 加 熱 ヒ ー タ ６ ７ 付 近 の 部 材  
が 長 時 間 継 続 し て 高 温 状 態 と な る こ と を 未 然 に 阻 止 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ８ ３ 】
一 体 状 態 で 前 記 排 熱 運 転 を 実 施 す る と き 、 図 １ ０ に あ る よ う に サ ー キ ュ レ ー タ ３ が 停 止 姿  
勢 の 状 態 で は 、 吹 出 口 ４ １ か ら 吹 き 出 す 空 気 の 送 風 方 向 （ 矢 印 で 図 示 ） に フ ァ ン モ ー タ １  
３ ５ が 位 置 し 吹 出 口 ４ １ か ら の 送 風 が 妨 げ ら れ る 。 サ ー キ ュ レ ー タ ３ が 停 止 姿 勢 の 状 態 で  
は フ ァ ン モ ー タ １ ３ ５ が 送 風 路 ６ ４ の 圧 損 と な る た め 、 送 風 路 ６ ４ の 通 風 量 が 低 下 し 排 熱  
効 率 の 低 下 要 因 と な る 。
【 ０ ０ ８ ４ 】
　 本 実 施 形 態 で は 、 除 湿 ユ ニ ッ ト 側 制 御 部 ７ ０ は 、 一 体 状 態 で 排 熱 運 転 の 開 始 指 示 が 出 さ  
れ た と 判 断 し た ら 、 加 熱 ヒ ー タ ６ ７ を 停 止 さ せ る と 共 に 首 振 り モ ー タ １ ３ ８ を 駆 動 さ せ 、  
図 １ ３ に あ る 所 定 位 置 に 送 風 部 １ ３ ０ を 首 振 り し 静 止 し た 後 、 シ ロ ッ コ フ ァ ン ６ ２ 、 及 び  
フ ァ ン １ ３ ６ を 駆 動 さ せ る 。 そ の 後 、 除 湿 ユ ニ ッ ト 側 制 御 部 ７ ０ は 、 排 熱 運 転 の 開 始 か ら  
所 定 時 間 が 経 過 し た と 判 断 し た ら 、 シ ロ ッ コ フ ァ ン ６ ２ 、 及 び フ ァ ン １ ３ ６ を 停 止 さ せ 運  
転 終 了 と な る 。
【 ０ ０ ８ ５ 】
こ れ に よ り 、 吹 出 口 ４ １ か ら 吹 き 出 す 空 気 の 送 風 方 向 （ 矢 印 で 図 示 ） 外 に フ ァ ン モ ー タ １  
３ ５ が 位 置 し 、 送 風 方 向 に 吸 込 側 カ バ ー １ ３ １ ａ が 位 置 す る 状 態 と な る 。 送 風 方 向 外 に フ  
ァ ン モ ー タ １ ３ ５ が 位 置 す る こ と で フ ァ ン モ ー タ １ ３ ５ に よ る 圧 損 が な く 、 送 風 路 ６ ４ を  
通 過 す る 風 量 が 所 定 の 通 風 量 よ り も 大 き く な り 加 熱 ヒ ー タ ６ ７ 付 近 の 排 熱 効 率 が 向 上 す る  
。 所 定 時 間 内 に お い て 加 熱 ヒ ー タ ６ ７ 付 近 の 部 材 に お け る 高 温 状 態 を 確 実 に 解 消 し 、 熱 損  
傷 を 効 果 的 に 阻 止 す る こ と が で き る た め 、 製 品 性 が 向 上 す る 。
【 ０ ０ ８ ６ 】
な お 、 本 実 施 形 態 は 一 例 で あ り こ れ に 限 定 さ れ な い 。 例 え ば 、 本 実 施 形 態 に お い て 一 体 状  
態 に お け る 除 霜 運 転 、 及 び 排 熱 運 転 の 実 施 時 に お け る 送 風 部 １ ３ ０ の 所 定 位 置 を 図 １ ３ に  
あ る 状 態 と し て 説 明 し た が 、 こ れ に 限 ら れ な い 。 除 霜 運 転 、 及 び 排 熱 運 転 と い っ た 送 風 路  
６ ４ の 通 風 量 に つ い て 所 定 の 通 風 量 よ り も 増 加 さ せ る 特 定 モ ー ド の 実 施 時 、 フ ァ ン モ ー タ  
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１ ３ ５ に よ る 圧 損 の 影 響 が な い 位 置 に 送 風 部 １ ３ ０ が 移 動 す れ ば よ い 。 送 風 部 １ ３ ０ が フ  
ァ ン モ ー タ １ ３ ５ と フ ァ ン １ ３ ６ の 後 端 と の 間 が 吹 出 口 ４ １ と 対 向 し た 状 態 に な れ ば 、 フ  
ァ ン モ ー タ １ ３ ５ に よ る 圧 損 の 影 響 は な い た め 、 特 定 モ ー ド の 実 施 時 、 送 風 部 １ ３ ０ が フ  
ァ ン モ ー タ １ ３ ５ と フ ァ ン １ ３ ６ の 後 端 と の 間 が 吹 出 口 ４ １ と 対 向 し た 状 態 と な っ て も よ  
い 。
す な わ ち 、 送 風 部 １ ３ ０ に つ い て フ ァ ン モ ー タ １ ３ ５ と フ ァ ン １ ３ ６ の 後 端 と の 間 が 吹 出  
口 ４ １ と 対 向 し て い れ ば 、 送 風 部 １ ３ ０ が 所 定 位 置 に あ る と い え る 。
【 ０ ０ ８ ７ 】
ま た 、 本 実 施 形 態 で は 一 体 状 態 に お け る 除 霜 運 転 、 及 び 排 熱 運 転 と い っ た 特 定 モ ー ド の 実  
施 時 、 シ ロ ッ コ フ ァ ン ６ ２ 及 び フ ァ ン １ ３ ６ を 駆 動 さ せ て い る が 、 こ れ に 限 ら れ な い 。 除  
霜 運 転 、 及 び 排 熱 運 転 の 実 施 時 、 シ ロ ッ コ フ ァ ン ６ ２ 又 は フ ァ ン １ ３ ６ の い ず れ か 一 方 の  
み を 駆 動 さ せ て も よ い 。 除 霜 運 転 、 及 び 排 熱 運 転 の 実 施 時 、 送 風 部 １ ３ ０ が 首 振 り し て 所  
定 位 置 に 移 動 す る こ と で 、 フ ァ ン モ ー タ １ ３ ５ に よ る 圧 損 が 低 下 す る た め 、 送 風 路 ６ ４ の  
通 風 抵 抗 は 低 下 し た 状 態 で あ る 。 よ っ て 、 一 体 状 態 に お い て 送 風 部 １ ３ ０ が 停 止 姿 勢 に あ  
る 場 合 と 比 較 し 、 所 定 位 置 に あ る こ と で 除 霜 運 転 の 時 間 が 短 縮 し た 、 あ る い は 排 熱 運 転 で  
の 排 熱 効 率 が 向 上 し て い れ ば 、 一 体 状 態 に お け る 除 霜 運 転 、 及 び 排 熱 運 転 の 実 施 時 、 シ ロ  
ッ コ フ ァ ン ６ ２ 又 は フ ァ ン １ ３ ６ の い ず れ か 一 方 の み を 駆 動 さ せ る も の で あ っ て も よ い 。
【 ０ ０ ８ ８ 】
　 次 に 、 本 発 明 の 効 果 を 説 明 す る 。
【 ０ ０ ８ ９ 】
　 除 湿 ユ ニ ッ ト 側 制 御 部 ７ ０ は 、 送 風 路 ６ ４ の 通 風 量 を 所 定 の 通 風 量 よ り も 上 げ る 特 定 モ  
ー ド の 実 施 時 、 フ ァ ン モ ー タ １ ３ ５ が 送 風 方 向 か ら 外 れ た 所 定 位 置 へ 送 風 部 １ ３ ０ を 首 振  
り さ せ 、 シ ロ ッ コ フ ァ ン ６ ２ 及 び ／ 又 は フ ァ ン １ ３ ６ を 駆 動 さ せ る 。 特 定 モ ー ド の 実 施 時  
、 図 １ ３ で 示 す よ う に 吹 出 口 ４ １ か ら 送 風 さ れ る 空 気 の 送 風 方 向 か ら フ ァ ン モ ー タ １ ３ ５  
が 外 れ た 位 置 に 送 風 部 １ ３ ０ を 首 振 り す る こ と で 、 送 風 方 向 に フ ァ ン モ ー タ １ ３ ５ が 位 置  
す る こ と で の 圧 損 が な く な り 、 送 風 方 向 に フ ァ ン モ ー タ １ ３ ５ が 位 置 す る 場 合 と 比 較 し 送  
風 路 ６ ４ に お け る 通 風 量 が 増 加 す る 。 簡 易 な 制 御 に よ り 送 風 路 ６ ４ に お け る 通 風 量 が 増 加  
す る の で 、 製 品 性 が 向 上 す る 。
【 ０ ０ ９ ０ 】
ま た 、 フ ァ ン モ ー タ １ ３ ５ が 送 風 方 向 か ら 外 れ た 所 定 位 置 は 、 フ ァ ン モ ー タ １ ３ ５ と フ ァ  
ン １ ３ ６ の 後 端 と の 間 が 吹 出 口 ４ １ と 対 向 し た 状 態 で あ る 。 フ ァ ン モ ー タ １ ３ ５ が 送 風 方  
向 に 位 置 せ ず 、 か つ 送 風 部 １ ３ ０ に よ り 吹 出 口 ４ １ か ら 送 風 さ れ た 空 気 の 吸 込 み が 可 能 な  
状 態 で あ れ ば 、 フ ァ ン モ ー タ １ ３ ５ が 送 風 方 向 位 置 す る 場 合 と 比 較 し 送 風 路 ６ ４ に お け る  
通 風 量 を 増 加 さ せ る こ と が で き る 。 よ っ て 、 フ ァ ン モ ー タ １ ３ ５ と フ ァ ン １ ３ ６ の 後 端 と  
の 間 が 吹 出 口 ４ １ と 対 向 し た 状 態 、 言 い 換 え る と 吸 込 側 カ バ ー １ ３ １ ａ が 吹 出 口 ４ １ に 面  
し た 状 態 に 送 風 部 １ ３ ０ を 首 振 り す る こ と で 、 特 定 モ ー ド 時 に お け る 送 風 路 ６ ４ の 通 風 量  
が 増 加 す る 。
【 ０ ０ ９ １ 】
ま た 、 特 定 モ ー ド は 、 蒸 発 器 ６ ６ ａ の 着 霜 を 取 り 除 く 除 霜 運 転 で あ る 。 除 霜 運 転 の 実 施 時  
、 圧 縮 機 ６ ５ を 停 止 さ せ た 状 態 で 送 風 路 ６ ４ に 空 気 を 通 過 さ せ 蒸 発 器 ６ ６ ａ の 除 霜 を 行 う  
。 送 風 路 ６ ４ の 通 風 量 が 大 き い 程 、 蒸 発 器 ６ ６ ａ の 除 霜 効 率 は 向 上 す る 。 よ っ て 、 除 霜 運  
転 の 実 施 時 、 フ ァ ン モ ー タ １ ３ ５ が 送 風 方 向 か ら 外 れ た 所 定 位 置 へ 送 風 部 １ ３ ０ を 首 振 り  
さ せ 、 シ ロ ッ コ フ ァ ン ６ ２ 及 び ／ 又 は フ ァ ン １ ３ ６ を 駆 動 さ せ る こ と で 除 霜 効 率 が 向 上 し  
、 除 霜 運 転 を 短 時 間 で 完 了 さ せ 除 湿 運 転 に 復 帰 す る こ と が で き る の で 、 低 室 温 時 に お け る  
除 湿 効 率 が 上 が り 、 製 品 性 が 向 上 す る 。
【 ０ ０ ９ ２ 】
ま た 、 特 定 モ ー ド は 、 加 熱 ヒ ー タ ６ ７ で の 加 熱 終 了 後 に 筐 体 １ ０ 内 の 熱 を 排 出 す る 排 熱 運  
転 で あ る 。 送 風 路 ６ ４ 途 中 に 設 置 さ れ た 加 熱 ヒ ー タ ６ ７ の 駆 動 が 停 止 し た 後 、 所 定 時 間 だ  
け 送 風 路 ６ ４ に 空 気 を 通 過 さ せ 、 加 熱 ヒ ー タ ６ ７ 付 近 を 冷 却 す る 排 熱 運 転 を 実 施 す る 。 送  
風 路 ６ ４ の 通 風 量 が 大 き い 程 、 排 熱 効 率 が 向 上 す る 。 よ っ て 、 排 熱 運 転 の 実 施 時 、 フ ァ ン  
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モ ー タ １ ３ ５ が 送 風 方 向 か ら 外 れ た 所 定 位 置 へ 送 風 部 １ ３ ０ を 首 振 り さ せ 、 シ ロ ッ コ フ ァ  
ン ６ ２ 及 び ／ 又 は フ ァ ン １ ３ ６ を 駆 動 さ せ る こ と で 排 熱 効 率 が 向 上 し 、 加 熱 ヒ ー タ ６ ７ 付  
近 の 部 材 が 長 時 間 高 温 状 態 と な る こ と で の 熱 損 傷 を 効 果 的 に 阻 止 す る こ と が で き 、 製 品 性  
が 向 上 す る 。
【 ０ ０ ９ ３ 】
　 本 発 明 の い く つ か の 実 施 形 態 を 説 明 し た が 、 こ れ ら の 実 施 形 態 は 、 例 と し て 提 示 し た も  
の で あ り 、 特 許 請 求 の 範 囲 を 限 定 す る こ と は 意 図 し て い な い 。 こ れ ら 新 規 な 実 施 形 態 は 、  
そ の 他 の 様 々 な 形 態 で 実 施 さ れ る こ と が 可 能 で あ り 、 発 明 の 要 旨 を 逸 脱 し な い 範 囲 で 、 種  
々 の 省 略 、 置 き 換 え 、 変 更 を 行 う こ と が で き る 。 こ れ ら 実 施 形 態 や そ の 変 形 は 、 発 明 の 範  
囲 や 要 旨 に 含 ま れ る と 共 に 、 特 許 請 求 の 範 囲 に 記 載 さ れ た 発 明 と そ の 均 等 の 範 囲 に 含 ま れ  
る 。
【 ０ ０ ９ ４ 】
　 例 え ば 、 本 発 明 に 係 る 空 気 調 和 機 は 、 空 気 調 和 部 が 熱 交 換 器 ６ ６ な ど で あ る 例 を 用 い て  
説 明 し た が 、 除 湿 機 １ 以 外 に も 空 気 の 湿 度 、 温 度 、 清 浄 度 な ど を 調 整 可 能 な 加 湿 機 、 乾 燥  
機 、 冷 暖 房 装 置 、 空 気 清 浄 機 な ど の 、 他 の 空 調 機 器 に も 適 用 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ９ ５ 】
　 サ ー キ ュ レ ー タ ３ の カ バ ー １ ３ １ が 球 台 形 状 （ 球 欠 形 状 ） で あ り 、 導 風 壁 ４ ２ が 高 さ 一  
定 で あ る 例 を 用 い て 説 明 し た が 、 導 風 壁 の 上 端 に 対 し て カ バ ー の 吸 込 面 が 常 に 一 定 距 離 を  
保 つ こ と が で き れ ば カ バ ー や 導 風 壁 の 形 状 は こ れ に 限 ら な い 。 例 え ば 、 吸 込 側 カ バ ー の 形  
状 に 合 わ せ て 導 風 壁 の 高 さ を 前 後 方 向 に お い て 曲 線 的 に 形 成 し て も よ い し 、 導 風 壁 が 角 筒  
状 で あ っ て も よ い 。 吸 込 側 カ バ ー は 停 止 姿 勢 に お い て 下 方 に 円 弧 を 凸 に す る か ま ぼ こ 形 状  
で あ っ て も よ い 。
【 ０ ０ ９ ６ 】
　 ま た 、 送 風 路 ６ ４ の 通 風 量 を 所 定 の 通 風 量 よ り も 上 げ る 特 定 モ ー ド に つ い て 、 除 霜 運 転  
、 及 び 排 熱 運 転 で 説 明 し た が 、 こ れ ら に 限 ら れ な い 。 何 ら か の 事 情 に よ り 筐 体 １ ０ 内 の 送  
風 路 ６ ４ の 通 風 量 に つ い て 、 所 定 の 通 風 量 よ り 上 げ る 必 要 が あ る 場 合 、 フ ァ ン モ ー タ １ ３  
５ が 送 風 方 向 か ら 外 れ た 所 定 位 置 へ 送 風 部 １ ３ ０ を 首 振 り さ せ 、 シ ロ ッ コ フ ァ ン ６ ２ 及 び  
／ 又 は フ ァ ン １ ３ ６ を 駆 動 さ せ る も の で あ れ ば 、 本 発 明 の 範 疇 に 入 る 。
【 ０ ０ ９ ７ 】
　 ま た 、 説 明 し た 実 施 形 態 で は 、 除 湿 ユ ニ ッ ト ２ か ら サ ー キ ュ レ ー タ ３ が 分 離 可 能 な 内 容  
で 説 明 し た が 、 サ ー キ ュ レ ー タ ３ が 除 湿 ユ ニ ッ ト ２ か ら 分 離 せ ず 、 除 湿 ユ ニ ッ ト ２ 上 に 固  
定 さ れ る も の で あ っ て も よ い 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ９ ８ 】
１   サ ー キ ュ レ ー タ 付 除 湿 機 （ 除 湿 機 ）
２   除 湿 ユ ニ ッ ト
３   サ ー キ ュ レ ー タ
１ ０   筐 体
２ １   上 面
２ ２   底 面
２ ３   側 面
３ １   吸 込 口
４ １   吹 出 口
６ １   フ ァ ン ケ ー ス
６ ２   シ ロ ッ コ フ ァ ン
６ ３   送 風 モ ー タ
６ ４   送 風 路
６ ５   圧 縮 機
６ ６   熱 交 換 器
６ ６ ａ   蒸 発 器
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６ ６ ｂ   凝 縮 器
６ ６ ｃ   冷 媒 管
６ ７   加 熱 ヒ ー タ
７ ０   除 湿 ユ ニ ッ ト 側 制 御 部
１ １ ０   台 座 部
１ ３ ０   送 風 部
１ ３ ５   フ ァ ン モ ー タ
１ ３ ６   フ ァ ン
１ ３ ８   首 振 り モ ー タ
１ ３ ９   首 振 り 軸
【 図 面 】
【 図 １ 】 【 図 ２ 】
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【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

【 図 ５ 】 【 図 ６ 】
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【 図 ７ 】 【 図 ８ 】

【 図 ９ 】 【 図 １ ０ 】
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【 図 １ １ 】 【 図 １ ２ 】

【 図 １ ３ 】
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